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(57)【要約】
【課題】低温定着性と耐熱保存性を両立し、ドット再現性及び長期保管性に優れる印刷物
が得られる静電荷像現像用トナーを提供。
【解決手段】結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、
非晶質ポリエステル（ｃ）をシェル部分に有する静電荷像現像用トナーであり、（ａ）が
Ｃ２～４の脂肪族ジオールを８０モル％以上含むアルコール成分とＣ４～６の脂肪族飽和
ジカルボン酸を８０モル％以上含む酸成分とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルで
あり、（ｂ）がビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モル％以上含むアル
コール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエステルであり、（
ｃ）がビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０モル％以上含むアルコール
成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエステルである。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアシェル構造を有する静電荷像現像用トナーであって、
　結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、非晶質ポ
リエステル（ｃ）をシェル部分に有し、
　結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％以上
含むアルコール成分と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８０モル％以上
含む酸成分とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｂ）が、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モ
ル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエ
ステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｃ）が、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０
モル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリ
エステルである、
　静電荷像現像用トナー。
【請求項２】
　非晶質ポリエステル（ｃ）の多価カルボン酸成分が芳香族ジカルボン酸を含有する、請
求項１に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項３】
　非晶質ポリエステル（ｃ）の多価カルボン酸成分が３価以上の多価カルボン酸を含有す
る、請求項１又は２に記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項４】
　非晶質ポリエステル（ｂ）の多価カルボン酸成分がテレフタル酸とアジピン酸とを含有
する、請求項１～３のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項５】
　結晶性ポリエステル（ａ）の炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸がコハク酸
又はアジピン酸である、請求項１～４のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項６】
　結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との質量比〔（ａ）／（ｂ）〕
が、７／９３～３０／７０である、請求項１～５のいずれかに記載の静電荷像現像用トナ
ー。
【請求項７】
　下記の工程（１）～（３）を含む、請求項１～６のいずれかに記載の静電荷像現像用ト
ナーの製造方法。
　工程（１）：結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂
粒子（Ａ）を凝集させて、凝集粒子（１）を得る工程
　工程（２）：凝集粒子（１）に、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂粒子（Ｂ）
を添加して、凝集粒子（２）を得る工程
　工程（３）：凝集粒子（２）中の凝集粒子（１）及び樹脂粒子（Ｂ）を融着させて、コ
アシェル粒子を得る工程
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電荷像現像用トナー及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真の分野においては、電子写真システムの発展に伴い、高画質化及び高速化に対
応した電子写真用トナーの開発が求められている。高画質化に対応して、粒径分布が狭く
、小粒径のトナーを得る方法として、微細な樹脂粒子等を水性媒体中で凝集、融着させて
トナーを得る、凝集合一法（乳化凝集法、凝集融着法）によるトナーの製造が行われてい
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る。なかでも低温定着性や耐熱保存性といった熱特性を改善するために、コアシェル構造
を有するトナーが提案されている。
　例えば、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、
非晶質ポリエステル（ｃ）をシェル部分に有する静電荷像現像用トナーであって、結晶性
ポリエステル（ａ）が、炭素数１０～１２のα，ω－アルカンジオールを含み平均炭素数
が１０～１２のアルコール成分とコハク酸を含む酸成分とを縮重合して得られる結晶性ポ
リエステルであり、非晶質ポリエステル（ｂ）の少なくとも一部が、炭素数９～１８の分
岐アルキル基を有するアルキルコハク酸及び／又は炭素数９～１８の分岐アルケニル基を
有するアルケニルコハク酸を含有する酸成分とアルコール成分とを縮重合して得られる非
晶質ポリエステルであり、トナー中の結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（
ｂ）との重量比（（ａ）／（ｂ））が特定の範囲にある静電荷像現像用トナーが、良好な
低温定着性と耐熱保存性とを両立し、印刷物の画像濃度にも優れることが開示されている
（特許文献１）。
【０００３】
　また、結晶性ポリエステルを含む低温定着可能なトナーを安定的に製造できるトナーの
製造方法として、着色剤粒子を含有する着色剤粒子水分散液と、ワックス粒子を含有する
ワックス粒子水分散液と、親水基であるカルボキシル基を少なくとも１つ含む結晶性自己
分散型ポリエステル樹脂粒子を含有する結晶性ポリエステル樹脂粒子水分散液とを少なく
とも混合して混合液を調製する混合液調製工程と、前記混合液に凝集剤として多価金属塩
を添加して、前記着色剤粒子と前記ワックス粒子と前記結晶性自己分散型ポリエステル樹
脂粒子とを凝集させて凝集物を形成し、該凝集物を含む混合液に非結晶性ポリエステル樹
脂粒子水分散液を混合してさらに凝集させる凝集物形成工程と、前記凝集物形成工程終了
後の混合液を加熱して、該混合液中の凝集物の粒子径および形状を均一化する粒子形成工
程とを含み、前記結晶性自己分散型ポリエステル樹脂粒子は、アルコール成分として重合
度２～５０のポリブチレングリコールを含むことを特徴とするトナーの製造方法が開示さ
れている（特許文献２）。
【０００４】
　さらに、少なくとも樹脂、着色剤及び離型剤を含有するトナー粒子からなるトナーにお
いて、前記トナー粒子の円形度の平均値及び前記離型剤の最大吸熱ピーク温度が特定の範
囲にあり、前記樹脂は、少なくとも非晶性ポリエステルと結晶性ポリエステルを含有し、
かつ前記非晶性ポリエステルおよび／または結晶性ポリエステルのいずれかを構成する３
価以上の多価カルボン酸の比率ａ及び直鎖脂肪族ジオールの比率ｃが、特定の関係式を満
たす関係にあるトナーが、低温定着性を向上させるとともに、過剰な光沢を抑え、画像の
鮮鋭性及び中間調濃度の再現性に優れたトナーであることが開示されている（特許文献３
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２４２５０９号公報
【特許文献２】特開２０１０－５５０３２号公報
【特許文献３】特開２０１０－２６２０８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１、２及び３のようなコアシェル構造を有するトナーを得られたとし
ても、低温定着性と耐熱保存性を両立する点でいまだ十分ではなかった。また、定着時に
コア部の樹脂とシェル部の樹脂とが相溶するために、定着後の印刷物においては、耐ドキ
ュメントオフセット性が不十分となり長期保管性に改善の余地がある。
　本発明の課題は、低温定着性と耐熱保存性を両立し、ドット再現性及び長期保管性に優
れる印刷物を得ることができる静電荷像現像用トナー、並びにその製造方法を提供するこ
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とである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、コアシェル構造を有する静電荷像現像用トナーにおいて、コア部の結晶
性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）、及びシェル部の非晶質ポリエステル
（ｃ）が、それぞれ特定のモノマー成分を特定量含有する組成を満たす時に、低温定着性
と耐熱保存性を両立し、ドット再現性及び長期保管性に優れる印刷物を得ることができる
静電荷像現像用トナーとなることを見出した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、以下の〔１〕及び〔２〕を提供する。
〔１〕コアシェル構造を有する静電荷像現像用トナーであって、結晶性ポリエステル（ａ
）及び非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、非晶質ポリエステル（ｃ）をシェル
部分に有し、結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０
モル％以上含むアルコール成分と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８０
モル％以上含む酸成分とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルであり、非晶質ポリエ
ステル（ｂ）が、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モル％以上含むア
ルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエステルであり、
非晶質ポリエステル（ｃ）が、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０モ
ル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエ
ステルである、静電荷像現像用トナー。
〔２〕下記の工程（１）～（３）を含む、前記〔１〕記載の静電荷像現像用トナーの製造
方法。
　工程（１）：結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂
粒子（Ａ）を凝集させて、凝集粒子（１）を得る工程
　工程（２）：凝集粒子（１）に、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂粒子（Ｂ）
を添加して、凝集粒子（２）を得る工程
　工程（３）：凝集粒子（２）中の凝集粒子（１）及び樹脂粒子（Ｂ）を融着させて、コ
アシェル粒子を得る工程
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、低温定着性と耐熱保存性を両立し、ドット再現性及び長期保管性に優
れる印刷物を得ることができる静電荷像現像用トナー、並びにその製造方法を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
≪静電荷像現像用トナー≫
　本発明の静電荷像現像用トナーは、コアシェル構造を有する静電荷像現像用トナーであ
って、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、非晶
質ポリエステル（ｃ）をシェル部分に有し、
　結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％以上
含むアルコール成分と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８０モル％以上
含む酸成分とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｂ）が、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モ
ル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエ
ステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｃ）が、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０
モル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリ
エステルである、
静電荷像現像用トナーである。
　以下、静電荷像現像用トナーを、単に「トナー」と称することがある。
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　結晶性ポリエステル（ａ）における炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％
以上含むアルコール成分を「アルコール成分（ａ－ａｌ）」と称することがあり、結晶性
ポリエステル（ａ）における炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８０モル％
以上含む酸成分を「酸成分（ａ－ａｃ）」と称することがある。
　非晶質ポリエステル（ｂ）におけるビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８
０モル％以上含むアルコール成分を「アルコール成分（ｂ－ａｌ）」と称することがあり
、非晶質ポリエステル（ｂ）における多価カルボン酸成分を「多価カルボン酸成分（ｂ－
ａｃ）」と称することがある。
　非晶質ポリエステル（ｃ）におけるビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を
６０モル％以上含むアルコール成分を「アルコール成分（ｃ－ａｌ）」と称することがあ
り、非晶質ポリエステル（ｃ）における多価カルボン酸成分を「多価カルボン酸成分（ｃ
－ａｃ）」と称することがある。
【００１１】
　本発明の静電荷像現像用トナーが、良好な低温定着性と耐熱保存性とを両立し、該トナ
ーを用いて得られる印刷物のドット再現性及び長期保管性にも優れる理由は定かではない
が、次のように考えられる。
　本発明のトナーのコア部分には、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオール単位及び炭素数
４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸単位を有する結晶性ポリエステル（ａ）と、ビス
フェノールＡのエチレンオキサイド付加物を主成分単位とする非晶質ポリエステル（ｂ）
を有する。これら２種のポリエステルは親和性が互いに良好であるため混合性が良く、結
晶性ポリエステル（ａ）がコア中で偏在せず内包されると考えられる。従って、定着時、
低温領域においてもコア全体にわたって結晶性ポリエステル（ａ）が溶融するため、トナ
ーの状態を大きく変化させることができ、低温定着性が向上すると考えられる。
　また、結晶性ポリエステル（ａ）はエステル基濃度が高く親水性が増すため、水性媒体
中で結晶性ポリエステル（ａ）を含む樹脂粒子を製造する工程において、粒径分布の狭い
樹脂粒子が得られやすい。そのため、凝集工程において特段の条件変更等の工夫をせずと
も結晶性ポリエステル（ａ）を含む樹脂粒子より得られるコア部分の粒径のばらつきが抑
制されるものと考えられる。さらに、得られた粒径分布の狭いコア粒子に対してシェル形
成を行うため、シェル形成時の凝集及び融着工程に特段の条件変更等の工夫をせずとも、
最終的に得られるトナー粒子間の粒径のばらつきが抑えられ、その結果、ドット再現性が
向上するものと考えられる。
　さらに、本発明のトナーのシェル部分には、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド
付加物を主成分単位とする非晶質ポリエステル（ｃ）を有するが、コア中の結晶性ポリエ
ステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）と非晶質ポリエステル（ｃ）との親和性は高
くない。そのため、トナー作製時に、結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（
ｂ）とを含む凝集粒子（１）、及び、凝集粒子（１）を被覆する非晶質ポリエステル（ｃ
）を含む樹脂粒子（Ｂ）を融着する工程においても、凝集粒子（１）と樹脂粒子（Ｂ）と
の相溶化が抑制されると考えられる。従って、得られるトナーはコアシェル構造が保たれ
、耐熱保存性が優れるものと考えられる。
　そして、非晶質ポリエステル（ｂ）と非晶質ポリエステル（ｃ）はいずれもビスフェノ
ール骨格を有する。トナーの定着時には、これらのポリエステルが相溶化するほどの温度
に加熱されるため、コアシェル構造が崩壊し、記録媒体上への定着性が優れる。そして、
記録媒体上で非晶質ポリエステル（ｂ）と（ｃ）が相溶化するために、結晶性ポリエステ
ル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との親和性が低下して結晶性ポリエステル（ａ）の
再結晶化が進むため、定着画像のドキュメントオフセット性が抑制され、印刷物の長期保
管性が向上するものと考えられる。
　以下、本発明に用いられる各成分及び工程等について説明する。
【００１２】
＜コア部分＞
　本発明の静電荷像現像用トナーにおけるコア部分は、トナーの低温定着性及び耐熱保存
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性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点か
ら、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する。
【００１３】
〔結晶性ポリエステル（ａ）〕
　結晶性ポリエステル（ａ）は、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％以上
含むアルコール成分（ａ－ａｌ）と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８
０モル％以上含む酸成分（ａ－ａｃ）とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルである
。
　本発明において、結晶性ポリエステルとは、軟化点と示差走査熱量計（ＤＳＣ）による
吸熱の最大ピーク温度との比、すなわち（軟化点（℃））／（吸熱の最大ピーク温度（℃
））で定義される結晶性指数が０．６以上１．４以下のものであり、トナーの低温定着性
を向上させる観点から、好ましくは０．８以上、より好ましくは０．９以上であり、また
、好ましくは１．３以下、より好ましくは１．２以下である。結晶性指数は、原料モノマ
ーの種類及びその比率、並びに反応温度、反応時間、冷却速度等の製造条件により適宜調
整することができる。なお、吸熱の最大ピーク温度とは、ＤＳＣで観測される吸熱ピーク
のうち、ピーク面積が最大のピークの温度を指す。最大ピーク温度は、軟化点との差が２
０℃以内であれば融点とし、軟化点との差が２０℃を超える場合はガラス転移に起因する
ピークの温度とする。
【００１４】
　本発明の静電荷像現像用トナーにおけるコア部分は、トナーの低温定着性及び耐熱保存
性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点か
ら、結晶性ポリエステル（ａ）を含有する。
　コア部分には結晶性ポリエステル（ａ）以外の結晶性ポリエステルを含有してもよいが
、コア部分に含有されるすべての結晶性ポリエステルの合計量に対する結晶性ポリエステ
ル（ａ）の割合は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷
物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは８０質量％以上であ
り、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましく
は実質的に１００質量％、より更に好ましくは１００質量％である。
【００１５】
　本発明の静電荷像現像用トナーのコア部分における結晶性ポリエステル（ａ）の含有量
は、トナーの低温定着性を向上させる観点から、コア部分を構成する樹脂中、好ましくは
１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは５質量％以上であり、また
、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、好ましくは５０質量％以下、より好ましく
は４０質量％以下、更に好ましくは３５質量％以下、より更に好ましくは３０質量％以下
である。
　トナー中の結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との質量比（（ａ）
／（ｂ））は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物の
ドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１／９９～５０／５０、
より好ましくは３／９７～４０／６０、更に好ましくは５／９５～３５／６５、より更に
好ましくは５／９５～３０／７０、より更に好ましくは７／９３～３０／７０である。
　結晶性ポリエステル（ａ）は、当該結晶性ポリエステル（ａ）を含有する樹脂粒子の分
散液の分散安定性を向上させる観点から、分子鎖末端に酸基を有することが好ましい。
　酸基としては、カルボキシ基、スルホン酸基、ホスホン酸基、スルフィン酸基等が挙げ
られる。酸基は、これらの中でも、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観
点から、カルボキシ基が好ましい。
【００１６】
　結晶性ポリエステル（ａ）の融点は、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、好ま
しくは３０℃以上、より好ましくは３５℃以上、更に好ましくは４０℃以上であり、また
、トナーの低温定着性を向上させる観点から、好ましくは１４０℃以下、より好ましくは
１２０℃以下、更に好ましくは１１５℃以下、より更に好ましくは１１０℃以下である。
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　結晶性ポリエステル（ａ）の軟化点は、同様の観点から、好ましくは３５℃以上、より
好ましくは４０℃以上、更に好ましくは４５℃以上であり、また、好ましくは１５０℃以
下、より好ましくは１３０℃以下、更に好ましくは１２０℃以下、より更に好ましくは１
１０℃以下である。
　結晶性ポリエステル（ａ）の酸価は、結晶性ポリエステル（ａ）を含む樹脂粒子（Ａ）
の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より
好ましくは２８ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、更に好ましくは２７ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、ま
た、好ましくは５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、より好ましくは１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、更に好
ましくは１５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である。軟化点と酸価はアルコールとカルボン酸の仕込
み比率、重縮合の温度、反応時間等を調節することにより所望のものを得ることができる
。
　結晶性ポリエステル（ａ）は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用する
ことができる。
【００１７】
　本発明において、結晶性ポリエステル（ａ）の融点は、実施例に記載の方法によって求
められる。結晶性ポリエステル（ａ）を２種以上併用する場合、融点は、得られるトナー
に含有される結晶性ポリエステル（ａ）中、最も質量比の大きい結晶性ポリエステル（ａ
）の融点を、本発明における結晶性ポリエステル（ａ）の融点とする。なお、全てが同一
の質量比の場合は、最も低い融点の値を本発明における結晶性ポリエステル（ａ）の融点
とする。また、結晶性ポリエステル（ａ）の軟化点は、結晶性ポリエステル（ａ）の混合
物として、実施例に記載の方法によって求められる。
【００１８】
　結晶性ポリエステル（ａ）は、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％以上
含むアルコール成分（ａ－ａｌ）と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８
０モル％以上含む酸成分（ａ－ａｃ）とを重縮合反応させることによって製造することが
できる。
【００１９】
　アルコール成分（ａ－ａｌ）としては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させ
る観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、炭素数２
以上４以下の脂肪族ジオールを、アルコール成分（ａ－ａｌ）中、８０モル％以上含み、
好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上、更に好ましくは実質的に１
００モル％、より更に好ましくは１００モル％である。
　炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールの中でも、ポリエステルの結晶性を促進させトナ
ーの低温定着性を向上させる観点から、α，ω－直鎖アルカンジオールが好ましく、エチ
レングリコール、１，３－プロパンジオール、及び１，４－ブタンジオールが好ましい。
【００２０】
　その他の炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールの具体例としては、１，２－プロパンジ
オール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、
１，４－ブテンジオール等が挙げられる。
　炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールは、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて
、使用することができる。
　アルコール成分（ａ－ａｌ）は、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオール以外の他のアル
コールを含有していてもよい。例えば、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオール以外の脂肪
族ジオール、芳香族ジオール、脂環式ジオール、３価以上の多価アルコール、又はそれら
の炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル数１以上１６以下）付加物
等が挙げられる。なお、本発明において、「ジオールの炭素数２以上４以下のアルキレン
オキサイド付加物」とは、「ジオールに炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイドが付
加してなる化合物」のことを意味する。
【００２１】
　他のアルコールの具体例としては、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオ
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ール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デカンジオール
、１，１２－ドデカンジオール等の脂肪族ジオール、ポリオキシプロピレン－２，２－ビ
ス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン、ポリオキシエチレン－２，２－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）プロパン等のビスフェノールＡの炭素数２以上３以下のアルキレンオキ
サイド（平均付加モル数１以上１６以下）付加物、水素添加ビスフェノールＡ等の脂環式
ジオール又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル数２以
上１２以下）付加物、グリセリン、ペンタエリスリトール、トリメチロールプロパン、ソ
ルビトール等の３価以上の多価アルコール又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレン
オキサイド（平均付加モル数１以上１６以下）付加物等が挙げられる。
　他のアルコールは、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができ
る。
【００２２】
　酸成分（ａ－ａｃ）としては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、
並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、炭素数４以上６以
下の脂肪族飽和ジカルボン酸を、酸成分（ａ－ａｃ）中、８０モル％以上含み、好ましく
は９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上、更に好ましくは実質的に１００モル
％、更に好ましくは１００モル％である。
　炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸の具体例としては、コハク酸、グルタル
酸、アジピン酸等が挙げられ、ポリエステルの結晶性を促進させトナーの低温定着性を向
上させる観点から、コハク酸又はアジピン酸が好ましく、コハク酸がより好ましい。
【００２３】
　炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸は、１種を単独で、又は２種以上を組み
合わせて、使用することができる。
　酸成分（ａ－ａｃ）は、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸以外の他の酸を
含有していてもよい。他の酸としては、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸以
外のジカルボン酸、３価以上の多価カルボン酸、並びにそれらの無水物及びそれらの炭素
数１以上３以下のアルキルエステル等が挙げられる。
　なお、本発明において、「酸の炭素数１以上３以下のアルキルエステル」とは、「酸基
に炭素数１以上３以下のアルキル基が結合してなるエステル」のことを意味する。
　ジカルボン酸の具体例としては、脂肪族ジカルボン酸、脂環式ジカルボン酸、及び芳香
族ジカルボン酸が挙げられる。
　脂肪族ジカルボン酸としては、セバシン酸、フマル酸、マレイン酸、アゼライン酸、炭
素数１以上２０以下のアルキル基又は炭素数２以上２０以下のアルケニル基で置換された
コハク酸等が挙げられる。炭素数１以上２０以下のアルキル基又は炭素数２以上２０以下
のアルケニル基で置換されたコハク酸の具体例としては、ドデシルコハク酸、ドデセニル
コハク酸、オクテニルコハク酸等が挙げられる。
【００２４】
　芳香族ジカルボン酸の具体例としては、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等が挙
げられる。
　脂環式ジカルボン酸の具体例としては、シクロヘキサンジカルボン酸等が挙げられる。
　３価以上の多価カルボン酸の具体例としては、トリメリット酸、２，５，７－ナフタレ
ントリカルボン酸、ピロメリット酸等が挙げられる。
　他の酸は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができる。
　結晶性ポリエステル（ａ）としては、好ましくは炭素数２以上４以下のα，ω－直鎖ア
ルカンジオールと炭素数４以上６以下の脂肪族ジカルボン酸とを重縮合したポリエステル
、より好ましくはエチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオ
ールからなる群から選ばれる１種以上のジオールと、コハク酸及びアジピン酸から選ばれ
る１種以上のジカルボン酸を重縮合したポリエステル、更に好ましくは、１，３－プロパ
ンジオールとコハク酸を重縮合したポリエステルである。
【００２５】
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　結晶性ポリエステル（ａ）におけるアルコール成分（ａ－ａｌ）に対する酸成分（ａ－
ａｃ）の当量比（ＣＯＯＨ基／ＯＨ基）は、結晶性ポリエステル（ａ）を含む樹脂粒子（
Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．８以上、より好ましく
は０．９以上であり、また、好ましくは１．２以下、より好ましくは１．１以下である。
【００２６】
　結晶性ポリエステル（ａ）は、例えば、前記アルコール成分（ａ－ａｌ）と前記カルボ
ン酸成分（ａ－ａｃ）とを不活性ガス雰囲気中にて、必要に応じエステル化触媒を用いて
重縮合することにより製造することができる。
　エステル化触媒としては、酸化ジブチル錫、ジ（２－エチルヘキサン酸）錫等の錫化合
物やチタンジイソプロピレートビストリエタノールアミネート等のチタン化合物等のエス
テル化触媒を使用することができる。
　エステル化触媒の使用量に制限はないが、酸成分（ａ－ａｃ）とアルコール成分（ａ－
ａｌ）との総量１００質量部に対して、好ましくは０．０１質量部以上、より好ましくは
０．１質量部以上であり、また、好ましくは１質量部以下、より好ましくは０．８質量部
以下である。
　また、必要に応じて重合禁止剤を使用することができる。重合禁止剤としては、ｔｅｒ
ｔ－ブチルカテコール等が挙げられる。重合禁止剤の使用量は、酸成分（ａ－ａｃ）とア
ルコール成分（ａ－ａｌ）との総量１００質量部に対して、好ましくは０．００１質量部
以上、より好ましくは０．００５質量部以上であり、また、好ましくは０．５質量部以下
、より好ましくは０．１質量部以下である。
【００２７】
　重縮合は、まず１３０℃以上２００℃以下で３時間以上１５時間以下維持することが好
ましく、次いで、エステル化触媒を加え１５０℃以上２２０℃以下で１時間以上５時間以
下維持し、更に、５．０ｋＰａ以上２０ｋＰａ以下に減圧して１時間以上１０時間以下維
持する条件で行うことが好ましい。
【００２８】
〔非晶質ポリエステル（ｂ）〕
　非晶質ポリエステル（ｂ）は、結晶性ポリエステル（ａ）と共にトナーのコア部分を構
成し、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モル％以上含むアルコール成
分（ｂ－ａｌ）と多価カルボン酸成分（ｂ－ａｃ）とを重縮合して得られる非晶質ポリエ
ステルである。
　本発明において、非晶質ポリエステルとは、前述の結晶性指数が１．４を超えるか、０
．６未満のものであり、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、０．
６未満又は１．４を超え４以下であることが好ましく、より好ましくは１．５以上４以下
、更に好ましくは１．５以上３以下、より更に好ましくは１．５以上２以下である。
【００２９】
　本発明の静電荷像現像用トナーにおけるコア部分は、トナーの低温定着性及び耐熱保存
性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点か
ら、非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する。
　本発明の静電荷像現像用トナーのコア部分における非晶質ポリエステル（ｂ）の含有量
は、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、コア部分を構成する樹脂中、好ましくは
５０質量％以上、より好ましくは６０質量％以上、更に好ましくは６５質量％以上、より
更に好ましくは７０質量％以上であり、また、トナーの低温定着性を向上させる観点から
、好ましくは９９質量％以下、より好ましくは９７質量％以下、更に好ましくは９５質量
％以下である。
　コア部分には非晶質ポリエステル（ｂ）以外の非晶質ポリエステルを含有してもよいが
、コア部分に含有されるすべての非晶質ポリエステルの合計量に対する非晶質ポリエステ
ル（ｂ）の割合は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷
物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは８０質量％以上であ
り、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましく
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は実質的に１００質量％、より更に好ましくは１００質量％である。
【００３０】
　本発明の静電荷像現像用トナーのコア部分における結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶
質ポリエステル（ｂ）の総量は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、
並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、コア部分を構成す
る樹脂中、好ましくは８０質量％以上、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは
９５質量％以上、より更に好ましくは９８質量％以上、より更に好ましくは実質的に１０
０質量％以上、より更に好ましくは１００質量％である。
　非晶質ポリエステル（ｂ）は、非晶質ポリエステル（ｂ）を含む樹脂粒子（Ａ）の分散
液の分散安定性を向上させる観点から、分子鎖末端に酸基を有することが好ましい。酸基
としては、カルボキシ基、スルホン酸基、ホスホン酸基、スルフィン酸基等が挙げられる
。これらの中でも、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、カルボ
キシ基が好ましい。
【００３１】
　非晶質ポリエステル（ｂ）は、前記の結晶性ポリエステル（ａ）と同様の方法で、酸成
分（ｂ－ａｃ）とアルコール成分（ｂ－ａｌ）とを、重縮合反応させることによって製造
することができる。例えば、前記アルコール成分（ｂ－ａｌ）と前記多価カルボン酸成分
（ｂ－ａｃ）とを不活性ガス雰囲気中にて、必要に応じエステル化触媒及び重合禁止剤を
用いて、１８０～２５０℃程度の温度で重縮合することにより製造することができる。
【００３２】
　非晶質ポリエステル（ｂ）のアルコール成分（ｂ－ａｌ）は、トナーの低温定着性及び
耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させ
る観点から、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物（ポリオキシエチレン－２，
２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン）を、アルコール成分（ｂ－ａｌ）中、８
０モル％以上含む。ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物のアルコール成分（ｂ
－ａｌ）中の含有量は、好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上、更
に好ましくは実質的に１００モル％、より更に好ましくは１００モル％である。非晶質ポ
リエステル（ｂ）のアルコール成分（ｂ－ａｌ）中に、ビスフェノールＡのエチレンオキ
サイド付加物を８０モル％以上含むと、コア中で前記結晶性ポリエステル（ａ）との親和
性が向上するため、結晶性ポリエステル（ａ）をコア中に偏在せず内包させることができ
、低温での定着時においてもコア全体にわたって溶融しやすくなり、低温定着性に優れる
。
【００３３】
　ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物のエチレンオキサイドの平均付加モル数
は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現
性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１以上１６以下、より好ましくは１
．２以上１２以下、更に好ましくは１．５以上８以下、より更に好ましくは１．５以上４
以下である。
【００３４】
　アルコール成分（ｂ－ａｌ）は、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物以外の
他のアルコールを含有していてもよい。アルコール成分（ｂ－ａｌ）が含み得る他のアル
コールとしては、脂肪族ジオール、芳香族ジオール、脂環式ジオール、３価以上の多価ア
ルコール、又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル数１
以上１６以下）付加物等が挙げられる。
【００３５】
　アルコール成分（ｂ－ａｌ）が含み得る他のアルコールの具体例としては、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオ
ール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、ネ
オペンチルグリコール、１，４－ブテンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－
ヘキサンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デ
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カンジオール、１，１２－ドデカンジオール等の脂肪族ジオール、ビスフェノールＡ等の
芳香族ジオール又はそれらの炭素数３以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル
数１以上１６以下）付加物、水素添加ビスフェノールＡ等の脂環式ジオール又はそれらの
炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル数２以上１２以下）付加物、
グリセリン、ペンタエリスリトール、トリメチロールプロパン、ソルビトール等の３価以
上の多価アルコール又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加
モル数１以上１６以下）付加物等が挙げられる。
　アルコール成分（ｂ－ａｌ）が含み得る他のアルコールは、１種を単独で、又は２種以
上を組み合わせて、使用することができる。
【００３６】
　非晶質ポリエステル（ｂ）の多価カルボン酸成分（ｂ－ａｃ）としては、ジカルボン酸
、３価以上の多価カルボン酸、並びにそれらの無水物及びそれらの炭素数１以上３以下の
アルキルエステル等が挙げられる。中でもジカルボン酸が好ましく、ジカルボン酸と３価
以上の多価カルボン酸とを併用することがより好ましい。
　ジカルボン酸としては、芳香族ジカルボン酸、脂肪族ジカルボン酸、及び脂環式ジカル
ボン酸が挙げられ、芳香族ジカルボン酸及び脂肪族ジカルボン酸が好ましく、芳香族ジカ
ルボン酸がより好ましい。
　多価カルボン酸成分（ｂ－ａｃ）には、遊離酸だけでなく、反応中に分解して酸を生成
する無水物、及び各カルボン酸の炭素数１以上３以下のアルキルエステルも含まれる。
　芳香族ジカルボン酸の例としては、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等が挙げら
れ、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、イソフタル酸、テレフタル酸が好ましく
、テレフタル酸がより好ましい。
　脂肪族ジカルボン酸は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、炭
素数２以上３０以下が好ましく、炭素数３以上２０以下がより好ましい。
　炭素数２以上３０以下の脂肪族カルボン酸としては、シュウ酸、マロン酸、マレイン酸
、フマル酸、シトラコン酸、イタコン酸、グルタコン酸、コハク酸、アジピン酸、セバシ
ン酸、１，１２－ドデカン二酸、アゼライン酸、炭素数１以上２０以下のアルキル基又は
炭素数２以上２０以下のアルケニル基で置換されたコハク酸等が挙げられる。炭素数１以
上２０以下のアルキル基又は炭素数２以上２０以下のアルケニル基で置換されたコハク酸
の具体例としては、ドデシルコハク酸、ドデセニルコハク酸、オクテニルコハク酸等が挙
げられる。これらの中でもアジピン酸が好ましい。
　３価以上の多価カルボン酸としては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる
観点から、トリメリット酸及びその酸無水物が好ましく、トリメリット酸無水物がより好
ましい。
　以上の中でも、テレフタル酸が好ましく、テレフタル酸とアジピン酸とを併用すること
がより好ましく、テレフタル酸とアジピン酸とトリメリット酸無水物とを併用することが
更に好ましい。
【００３７】
　アルコール成分（ｂ－ａｌ）及び多価カルボン酸成分（ｂ－ａｃ）は、それぞれ１種を
単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができる。
【００３８】
　非晶質ポリエステル（ｂ）におけるアルコール成分（ｂ－ａｌ）に対する多価カルボン
酸成分（ｂ－ａｃ）の当量比（ＣＯＯＨ基／ＯＨ基）は、非晶質ポリエステル（ｂ）を含
む樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．７０以上
、より好ましくは０．８０以上であり、また、好ましくは１．１０以下、より好ましくは
１．０５以下である。
【００３９】
　非晶質ポリエステル（ｂ）の軟化点は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させ
る観点から、好ましくは７０℃以上、より好ましくは８０℃以上、更に好ましくは８８℃
以上であり、また、好ましくは１６５℃以下、より好ましくは１４０℃以下、更に好まし
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くは１２０℃以下である。
【００４０】
　非晶質ポリエステル（ｂ）のガラス転移温度は、同様の観点から、好ましくは４０℃以
上、より好ましくは４２℃以上、更に好ましくは４５℃以上であり、また、好ましくは８
０℃以下、より好ましくは７０℃以下、更に好ましくは６０℃以下である。
　なお、非晶質ポリエステル（ｂ）を２種以上混合して使用する場合は、そのガラス転移
温度及び軟化点は、各々２種以上の非晶質ポリエステル（ｂ）の混合物として、実施例に
記載の方法によって得られた値である。
　非晶質ポリエステル（ｂ）の酸価は、非晶質ポリエステル（ｂ）を含む樹脂粒子（Ａ）
の分散液の分散安定性を向上させる観点、トナーの低温定着性を向上させる観点及び帯電
性を向上させる観点から、好ましくは３５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より好ましくは３０ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ以下、更に好ましくは２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、また、好ましくは５ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ以上、より好ましくは１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、更に好ましくは１５ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ以上である。
【００４１】
　非晶質ポリエステル（ｂ）は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用する
ことができる。
【００４２】
（離型剤）
　トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性
及び長期保管性を向上させる観点から、離型剤をコア部分に有することが好ましい。
　離型剤としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン等の低分子量ポリオレフ
ィン；シリコーンワックス；オレイン酸アミド、ステアリン酸アミド等の脂肪酸アミド；
植物系ワックス；ミツロウ等の動物系ワックス；鉱物又は石油系ワックス；エステルワッ
クス等の合成ワックス等が挙げられる。
　植物系ワックスとしては、カルナウバワックス、ライスワックス、キャンデリラワック
ス等が挙げられ、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、カルナウ
バワックスが好ましい。
　鉱物又は石油系ワックスとしては、モンタンワックス、パラフィンワックス、フィッシ
ャートロプシュワックス等が挙げられ、トナーの離型性及び低温定着性を向上させる観点
から、パラフィンワックスが好ましい。
　これらの離型剤は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができ
、２種以上を併用することが好ましい。トナーの離型性及び低温定着性を向上させる観点
から、植物系ワックスと鉱物系又は石油系ワックスとを併用することが好ましく、カルナ
ウバワックスとパラフィンワックスとを併用することがより好ましい。
【００４３】
　離型剤の融点は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷
物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは６０℃以上、より好
ましくは６５℃以上、更に好ましくは７０℃以上であり、また、好ましくは１００℃以下
、より好ましくは９０℃以下、更に好ましくは８５℃以下である。２種以上を併用する場
合、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現
性及び長期保管性を向上させる観点から、いずれの融点も６０℃以上１００℃以下である
ことが好ましい。すなわち、離型剤が、融点が６０℃以上１００℃以下である離型剤の少
なくとも２種を含有することが好ましく、いずれの融点も６０℃以上９０℃以下であるこ
とがより好ましい。
　本発明において、離型剤の融点は、実施例に記載の方法によって求められる。２種以上
併用する場合、融点は、得られるトナーに含有される離型剤中、最も質量比の大きい離型
剤の融点を、本発明における離型剤の融点とする。なお、全てが同一の比率の場合は、最
も低い値を融点とする。
【００４４】
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　離型剤の使用量は、トナーの離型性を向上させる観点、並びに、印刷物のドット再現性
及び長期保管性を向上させる観点から、トナー中の樹脂１００質量部に対して、好ましく
は１質量部以上、より好ましくは２質量部以上、更に好ましくは５質量部以上であり、ま
た、トナーの低温定着性を向上させる観点から、好ましくは２０質量部以下、より好まし
くは１５質量部以下である。
【００４５】
（着色剤）
　本発明のトナーは、着色剤をコア部分とシェル部分のいずれに有していてもよく、トナ
ーの耐熱保存性を向上させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上
させる観点から、コア部分に有することが好ましい。
　着色剤の含有量は、印刷物の画像濃度を向上させる観点から、コア部分を構成する樹脂
１００質量部に対して、好ましくは１質量部以上、より好ましくは５質量部以上であり、
またトナーの低温定着性を向上させる観点から、好ましくは２０質量部以下、より好まし
くは１０質量部以下である。
【００４６】
　本発明に用いられる着色剤としては、顔料及び染料が挙げられ、印刷物の画像濃度を向
上させる観点から、顔料が好ましい。
　顔料としては、シアン顔料、イエロー顔料、マゼンタ顔料、黒色顔料が挙げられる。
　シアン顔料は、フタロシアニン顔料が好ましく、銅フタロシアニンがより好ましい。イ
エロー顔料は、モノアゾ顔料、イソインドリン顔料、ベンズイミダゾロン顔料が好ましく
、マゼンタ顔料は、キナクリドン顔料、ＢＯＮＡレーキ顔料等の溶性アゾ顔料、ナフトー
ルＡＳ顔料等の不溶性アゾ顔料が好ましい。黒色顔料は、カーボンブラックが好ましい。
　染料の例としては、アクリジン染料、アゾ染料、ベンゾキノン染料、アジン染料、アン
トラキノン染料、インジゴ染料、フタロシアニン染料、アニリンブラック染料等が挙げら
れる。
　着色剤は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができる。
【００４７】
＜シェル部分＞
　本発明の静電荷像現像用トナーにおけるシェル部分は、トナーの低温定着性及び耐熱保
存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点
から、非晶質ポリエステル（ｃ）を有する。
【００４８】
〔非晶質ポリエステル（ｃ）〕
　非晶質ポリエステル（ｃ）は、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０
モル％以上含むアルコール成分（ｃ－ａｌ）と多価カルボン酸成分（ｃ－ａｃ）とを重縮
合して得られる非晶質ポリエステルである。
　非晶質ポリエステル（ｃ）は、前述の結晶性指数が、トナーの低温定着性及び耐熱保存
性を向上させる観点から、０．６未満又は１．４を超え４以下であることが好ましく、よ
り好ましくは０．６未満又は１．５以上４以下、更に好ましくは０．６未満又は１．５以
上３以下、より更に好ましくは０．６未満又は１．５以上２以下である。結晶性指数は、
原料モノマーの種類とその比率、及び製造条件（例えば、反応温度、反応時間、冷却速度
等）等により調整することができる。
【００４９】
　本発明の静電荷像現像用トナーにおけるシェル部分は、トナーの低温定着性及び耐熱保
存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点
から、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する。
　シェル部分には非晶質ポリエステル（ｃ）以外の非晶質ポリエステルを含有してもよい
が、シェル部分に含有されるすべての非晶質ポリエステルの合計量に対する非晶質ポリエ
ステル（ｃ）の割合は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、
印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは８０質量％以上
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であり、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ま
しくは９８質量％以上、より更に好ましくは実質的に１００質量％、より更に好ましくは
１００質量％である。
【００５０】
　ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を主成分単位とする非晶質ポリエステ
ル（ｃ）は、前述したコア部分中の結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（
ｂ）と親和性は高くない。そのため、トナー作製時に、結晶性ポリエステル（ａ）と非晶
質ポリエステル（ｂ）を含む凝集粒子（１）、及び、凝集粒子（１）を被覆する非晶質ポ
リエステル（ｃ）を含む樹脂粒子（Ｂ）を融着する工程においても、凝集粒子（１）と樹
脂粒子（Ｂ）との相溶化が抑制され、得られるトナーはコアシェル構造が保たれることで
耐熱保存性が向上するものと考えられる。そして、非晶質ポリエステル（ｂ）と非晶質ポ
リエステル（ｃ）はいずれもビスフェノール骨格を有し、トナーの定着時にはこれらのポ
リエステルが相溶化するほどの温度に加熱されるため、コアシェル構造が崩壊し、記録媒
体上への定着性が向上する。それとともに、記録媒体上で非晶質ポリエステル（ｂ）と（
ｃ）が相溶化したために、結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との親
和性が低下して結晶性ポリエステル（ａ）の再結晶化が進み、その結果、定着画像のドキ
ュメントオフセット性が抑制され、印刷物の長期保管性に優れると考えられる。
　非晶質ポリエステル（ｃ）は、非晶質ポリエステル（ｃ）を含む樹脂粒子の分散液の分
散安定性を向上させる観点から、分子鎖末端に酸基を有することが好ましい。
　酸基としては、カルボキシ基、スルホン酸基、ホスホン酸基、スルフィン酸基等が挙げ
られる。これらの中でも、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、
カルボキシ基が好ましい。
【００５１】
　非晶質ポリエステル（ｃ）は、前記の結晶性ポリエステル（ａ）と同様の方法で、多価
カルボン酸成分（ｃ－ａｃ）とアルコール成分（ｃ－ａｌ）とを、重縮合反応させること
によって製造することができる。例えば、前記アルコール成分（ｃ－ａｌ）と前記多価カ
ルボン酸成分（ｃ－ａｃ）とを不活性ガス雰囲気中にて、必要に応じエステル化触媒及び
重合禁止剤を用いて、１８０～２５０℃程度の温度で重縮合することにより製造すること
ができる。
【００５２】
　非晶質ポリエステル（ｃ）のアルコール成分（ｃ－ａｌ）は、トナーの低温定着性及び
耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させ
る観点から、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物（ポリオキシプロピレン－
２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン）を、アルコール成分（ｃ－ａｌ）中
、６０モル％以上含む。ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物のアルコール成
分（ｃ－ａｌ）中の含有量は、トナーの低温定着性を向上させる観点、及び印刷物のドッ
ト再現性を向上させる観点から、好ましくは６５モル％以上、より好ましくは７５モル％
以上、更に好ましくは８５モル％以上、より更に好ましくは９５モル％以上である。また
、トナーの耐熱保存性を向上させる観点、及び印刷物の長期保管性を向上させる観点から
、好ましくは１００モル％以下、より好ましくは９５モル％以下、更に好ましくは８５モ
ル％以下、より更に好ましくは７５モル％以下である。これらを総合すると、ビスフェノ
ールＡのプロピレンオキサイド付加物のアルコール成分（ｃ－ａｌ）中の含有量は、トナ
ーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長
期保管性を向上させる観点から、好ましくは６５モル％以上、より好ましくは７５モル％
以上、であり、また、好ましくは１００モル％以下、より好ましくは９５モル％以下、更
に好ましくは８５モル％以下である。
【００５３】
　ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物のプロピレンオキサイドの平均付加モ
ル数は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット
再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１以上１６以下、より好ましく
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は１．２以上１２以下、更に好ましくは１．５以上８以下、より更に好ましくは１．５以
上４以下である。
【００５４】
　アルコール成分（ｃ－ａｌ）はビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物以外の
他のアルコールを含有していてもよい。アルコール成分（ｃ－ａｌ）が含み得る他のアル
コールとしては、脂肪族ジオール、芳香族ジオール、脂環式ジオール、３価以上の多価ア
ルコール、又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加モル数１
以上１６以下）付加物等が挙げられる。
【００５５】
　アルコール成分（ｃ－ａｌ）が含み得る他のアルコールの具体例としては、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオ
ール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、ネ
オペンチルグリコール、１，４－ブテンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－
ヘキサンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デ
カンジオール、１，１２－ドデカンジオール等の脂肪族ジオール、ビスフェノールＡ等の
芳香族ジオール又はそれらのエチレンオキサイド付加物（平均付加モル数１以上１６以下
）、シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、水素添加ビスフェノールＡ
等の脂環式ジオール又はそれらの炭素数２以上４以下のアルキレンオキサイド（平均付加
モル数２以上１２以下）付加物、グリセリン、ペンタエリスリトール、トリメチロールプ
ロパン、ソルビトール等の３価以上の多価アルコール又はそれらの炭素数２以上４以下の
アルキレンオキサイド（平均付加モル数１以上１６以下）付加物等が挙げられる。
　これらの中でも、シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、水素添加ビ
スフェノールＡ等の脂環式ジオールが好ましく、水素添加ビスフェノールＡがより好まし
い。
　アルコール成分（ｃ－ａｌ）が含み得る他のアルコールは、１種を単独で、又は２種以
上を組み合わせて、使用することができる。
【００５６】
　非晶質ポリエステル（ｃ）の多価カルボン酸成分（ｃ－ａｃ）としては、ジカルボン酸
、３価以上の多価カルボン酸、並びにそれらの無水物及びそれらの炭素数１以上３以下の
アルキルエステル等が挙げられ、中でもジカルボン酸が好ましく、ジカルボン酸と３価以
上の多価カルボン酸とを併用することがより好ましい。
　ジカルボン酸としては、芳香族ジカルボン酸、脂肪族ジカルボン酸、及び脂環式ジカル
ボン酸が挙げられ、芳香族ジカルボン酸及び脂肪族ジカルボン酸が好ましく、芳香族ジカ
ルボン酸がより好ましい。
　多価カルボン酸成分（ｃ－ａｃ）には、遊離酸だけでなく、反応中に分解して酸を生成
する無水物、及び各カルボン酸の炭素数１以上３以下のアルキルエステルも含まれる。
　芳香族ジカルボン酸の例としては、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等が挙げら
れ、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、イソフタル酸、テレフタル酸が好ましく
、テレフタル酸がより好ましい。
　脂肪族ジカルボン酸は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、炭
素数２以上３０以下が好ましく、炭素数３以上２０以下がより好ましい。
　炭素数２以上３０以下の脂肪族カルボン酸としては、シュウ酸、マロン酸、マレイン酸
、フマル酸、シトラコン酸、イタコン酸、グルタコン酸、コハク酸、アジピン酸、セバシ
ン酸、１，１２－ドデカン二酸、アゼライン酸、炭素数１以上２０以下のアルキル基又は
炭素数２以上２０以下のアルケニル基で置換されたコハク酸等が挙げられる。炭素数１以
上２０以下のアルキル基又は炭素数２以上２０以下のアルケニル基で置換されたコハク酸
の具体例としては、ドデシルコハク酸、ドデセニルコハク酸、オクテニルコハク酸等が挙
げられる。
　これらの中でも、テレフタル酸が好ましく、テレフタル酸と、フマル酸、ドデセニルコ
ハク酸及びその無水物からなる群より選ばれる少なくとも１種以上を併用することがより
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好ましい。
　３価以上の多価カルボン酸としては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる
観点から、トリメリット酸及びその酸無水物が好ましく、トリメリット酸無水物がより好
ましい。
【００５７】
　アルコール成分（ｃ－ａｌ）及び多価カルボン酸成分（ｃ－ａｃ）は、それぞれ１種を
単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができる。
【００５８】
　非晶質ポリエステル（ｃ）におけるアルコール成分（ｃ－ａｌ）に対する多価カルボン
酸成分（ｃ－ａｃ）の当量比（ＣＯＯＨ基／ＯＨ基）は、非晶質ポリエステル（ｃ）を含
む樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．７０以上
、より好ましくは０．８０以上であり、また、好ましくは１．１０以下、より好ましくは
１．０５以下である。
【００５９】
　非晶質ポリエステル（ｃ）の軟化点は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させ
る観点から、好ましくは７０℃以上、より好ましくは９０℃以上、更に好ましくは１００
℃以上であり、また、好ましくは１６５℃以下、より好ましくは１４０℃以下、更に好ま
しくは１２０℃以下である。
【００６０】
　非晶質ポリエステル（ｃ）のガラス転移温度は、同様の観点から、好ましくは５０℃以
上、より好ましくは５５℃以上、更に好ましくは６０℃以上であり、また、好ましくは８
０℃以下、より好ましくは７０℃以下、更に好ましくは６５℃以下である。
　なお、非晶質ポリエステル（ｃ）を２種以上混合して使用する場合は、そのガラス転移
温度及び軟化点は、各々２種以上の非晶質ポリエステル（ｃ）の混合物として、実施例に
記載の方法によって得られた値である。
　非晶質ポリエステル（ｃ）の酸価は、非晶質ポリエステル（ｃ）を含む樹脂粒子（Ｂ）
の分散液の分散安定性を向上させる観点、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、好
ましくは３５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より好ましくは３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、更に好まし
くは２７ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、また、好ましくは５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、より好ま
しくは１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、更に好ましくは１５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である。
【００６１】
　非晶質ポリエステル（ｃ）は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用する
ことができる。
【００６２】
　なお、本発明において、ポリエステルには、酸基を有するものであれば未変性のポリエ
ステルのみならず、実質的にその特性を損なわない程度に変性されたポリエステルも含ま
れる。変性されたポリエステルとしては、例えば、特開平１１－１３３６６８号公報、特
開平１０－２３９９０３号公報、特開平８－２０６３６号公報等に記載の方法によりフェ
ノール、ウレタン、エポキシ等によりグラフト化又はブロック化したポリエステル及び、
ポリエステルユニットを含む２種以上の樹脂ユニットを有する複合樹脂が挙げられる。
【００６３】
　コア部分及びシェル部分には、本発明の効果を損なわない範囲で、ポリエステル以外の
樹脂、例えば、スチレン－アクリル共重合体、エポキシ樹脂、ポリカーボネート、ポリウ
レタン等の樹脂を含有してもよい。
【００６４】
　本発明の静電荷象現像用トナーには、本発明の効果を損なわない範囲で、必要に応じて
、帯電制御剤、繊維状物質等の補強充填剤、酸化防止剤、老化防止剤等の添加剤等を含有
させてもよい。
【００６５】
≪静電荷像現像用トナーの製造方法≫
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　本発明の静電荷像現像用トナーの製造方法は、下記の工程（１）～（３）を含む。
　工程（１）：結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂
粒子（Ａ）を凝集させて、凝集粒子（１）を得る工程
　工程（２）：凝集粒子（１）に、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂粒子（Ｂ）
を添加して、凝集粒子（２）を得る工程
　工程（３）：凝集粒子（２）中の凝集粒子（１）及び樹脂粒子（Ｂ）を融着させて、コ
アシェル粒子を得る工程
　以下、本製造方法に用いられる各成分及び工程等について説明する。
【００６６】
＜工程（１）＞
　工程（１）：結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂
粒子（Ａ）を凝集させて、凝集粒子（１）を得る工程である。
　工程（１）では、主として、
ｉ）結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含む成分を混合して樹脂
混合物を得る工程と、
ii）樹脂混合物に水性媒体を添加して、樹脂粒子（Ａ）が分散した分散液を得る工程と、
iii）樹脂粒子（Ａ）を含む分散液中の樹脂粒子（Ａ）を凝集して凝集粒子（１）を含む
分散液を得る工程と、を有する。
　なお、iii）樹脂粒子（Ａ）を含む分散液中の樹脂粒子（Ａ）を凝集して凝集粒子（１
）を含む分散液を得る工程を「凝集工程（１）」と称することがある。
【００６７】
〔樹脂粒子（Ａ）〕
　樹脂粒子（Ａ）は、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有す
る。
　樹脂粒子（Ａ）中の結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との質量比
は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現
性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１／９９～５０／５０、より好まし
くは３／９７～４０／６０、更に好ましくは５／９５～３５／６５、より更に好ましくは
５／９５～３０／７０、より更に好ましくは７／９３～３０／７０である。
　樹脂粒子（Ａ）を構成する樹脂中の結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（
ｂ）の総含有量はトナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物
のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ａ）を構成する樹脂の
好ましくは８０質量％以上であり、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５
質量％以上、より更に好ましくは９８質量％以上、より更に好ましくは実質的に１００質
量％、より更に好ましくは１００質量％である。
　樹脂粒子（Ａ）は、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含む樹
脂及び着色剤等の前記の任意成分を水性媒体中に分散させ、樹脂粒子（Ａ）を含有する分
散液として得る方法によって製造することが好ましい。
【００６８】
　水性媒体としては水を主成分とするものが好ましく、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安
定性を向上させる観点及び環境性の観点から、水性媒体中の水の含有量は、好ましくは８
０質量％以上、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更
に好ましくは実質的に１００質量％、より更に好ましくは１００質量％である。水として
は、脱イオン水又は蒸留水が好ましく用いられる。
　水と共に水性媒体を構成し得る水以外の成分としては、炭素数１以上５以下のアルキル
アルコール；アセトン、メチルエチルケトン等の炭素数１以上３以下のジアルキルケトン
；テトラヒドロフラン等の環状エーテル等の水に溶解する有機溶媒が用いられる。これら
の中でも、有機溶媒のトナーへの混入を防止する観点から、ポリエステルを溶解しない炭
素数１以上５以下のアルキルアルコールが好ましく、メタノール、エタノール、イソプロ
パノール、ブタノールがより好ましい。
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【００６９】
　樹脂粒子（Ａ）の分散液を得る方法としては、樹脂等を水性媒体に添加し、分散機等に
よって分散処理を行う方法、樹脂等に水性媒体を徐々に添加して転相乳化させる方法等が
挙げられ、得られるトナーの低温定着性を向上させる観点から、転相乳化による方法が好
ましい。以下、転相乳化による方法について述べる。
【００７０】
　まず、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂成分、
並びに、必要に応じて界面活性剤、及び着色剤等の前記の任意成分を溶融して混合し、樹
脂混合物を得る。
　結晶性ポリエステル（ａ）、非晶質ポリエステル（ｂ）、及び任意のその他の樹脂を予
め混合したものを用いてもよいが、他の成分を添加する際に同時に添加し、溶融して混合
することによって樹脂混合物を得てもよい。
【００７１】
　樹脂混合物を得る方法としては、結晶性ポリエステル（ａ）、非晶質ポリエステル（ｂ
）、及び任意のその他の樹脂、界面活性剤、着色剤等の前記の任意成分、及び塩基性水溶
液を容器に入れ、撹拌機によって撹拌しながら、樹脂を溶融して混合する方法が好ましい
。
【００７２】
　また、混合の際には、樹脂の分散安定性を向上させる観点から、界面活性剤を添加する
ことが好ましい。
【００７３】
　界面活性剤としては、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面
活性剤等が挙げられ、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、非イ
オン性界面活性剤が好ましく、非イオン性界面活性剤とアニオン性界面活性剤又はカチオ
ン性界面活性剤とを併用することがより好ましく、非イオン性界面活性剤とアニオン性界
面活性剤とを併用することが更に好ましい。
　非イオン性界面活性剤とアニオン性界面活性剤とを併用する場合、非イオン性界面活性
剤とアニオン性界面活性剤との質量比（非イオン性界面活性剤／アニオン性界面活性剤）
は、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．３以上
、より好ましくは０．５以上であり、また、好ましくは１０以下、より好ましくは５以下
である。
【００７４】
　非イオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル類、ポ
リオキシエチレンアルキル又はアルケニルエーテル類、ポリオキシエチレン脂肪酸エステ
ル類、オキシエチレン／オキシプロピレンブロックコポリマーからなる群から選ばれる少
なくとも１種が好ましい。
　ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル類の具体例としては、ポリオキシエチレ
ンノニルフェニルエーテル等が挙げられる、ポリオキシエチレンアルキル又はアルケニル
エーテル類の具体例としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレ
ンラウリルエーテル等が挙げられる。ポリオキシエチレン脂肪酸エステル類の具体例とし
ては、ポリオキシエチレンモノラウレート、ポリオキシエチレンモノステアレート、ポリ
オキシエチレンモノオレエート等が挙げられる。非イオン性界面活性剤としては、樹脂粒
子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、ポリオキシエチレンアルキル又は
アルケニルエーテル類が好ましく、ポリオキシエチレンラウリルエーテルがより好ましい
。
【００７５】
　アニオン性界面活性剤としては、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、ア
ルキルエーテル硫酸塩等が挙げられ、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる
観点から、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルエーテル硫酸塩が好ましい。
　アルキルベンゼンスルホン酸塩としては、ドデシルベンゼンスルホン酸のアルカリ金属



(19) JP 2015-200733 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

塩が好ましく、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムがより好ましい。アルキル硫酸塩
としては、ドデシル硫酸のアルカリ金属塩が好ましく、ドデシル硫酸ナトリウムがより好
ましい。アルキルエーテル硫酸塩としては、ドデシルエーテル硫酸のアルカリ金属塩が好
ましく、ドデシルエーテル硫酸ナトリウムがより好ましい。
【００７６】
　カチオン性界面活性剤としては、四級アンモニウム塩が好ましく、アルキルベンゼント
リメチルアンモニウムクロライド、アルキルトリメチルアンモニウムクロライド、ジアル
キルジメチルアンモニウムクロライド等が挙げられる。
【００７７】
　界面活性剤の添加量は、トナーの耐熱保存性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ａ）を
構成する樹脂成分１００質量部に対して、好ましくは２０質量部以下、より好ましくは１
５質量部以下、更に好ましくは１０質量部以下、より更に好ましくは５質量部以下であり
、また、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．５
質量部以上、より好ましくは１質量部以上、更に好ましくは２質量部以上である。
　なお、「樹脂粒子（Ａ）を構成する樹脂成分」は、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶
質ポリエステル（ｂ）、並びに、任意に含み得る他の樹脂を含む。
【００７８】
　塩基性水溶液に用いられる塩基性化合物としては、無機塩基化合物及び有機塩基化合物
が挙げられる。
　無機塩基化合物としては、カリウム、ナトリウム、リチウムといったアルカリ金属の水
酸化物塩の他、炭酸塩、炭酸水素塩が挙げられ、その具体例として水酸化ナトリウム、水
酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム
が挙げられる。また、アンモニアも挙げられる。有機塩基としては、ジエチルエタノール
アミンといったアルカノールアミンが挙げられる。樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性
を向上させる観点、及びトナーの帯電安定性を向上させる観点から、水酸化ナトリウム、
水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、及び炭酸カリウムが好ましく、水酸化カリウムがより
好ましい。
【００７９】
　塩基性水溶液中の塩基性化合物の濃度は、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性及び生
産性を向上させる観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上であ
り、また、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２５質量％以下、更に好ましくは
２０質量％以下である。
【００８０】
　樹脂を溶融し混合する際の温度は、均質な樹脂粒子を得る観点から、結晶性ポリエステ
ル（ａ）の融点以上が好ましく、非晶質ポリエステル（ｂ）のガラス転移温度以上が好ま
しい。結晶性ポリエステル（ａ）の融点が、水の沸点を超える場合には、結晶性ポリエス
テル（ａ）、非晶質ポリエステル（ｂ）、及び任意のその他の樹脂をあらかじめ水性媒体
を使わずに溶融混合してから、界面活性剤、塩基性水溶液等の水溶液成分を添加し、混合
して樹脂混合物を得るのが好ましい。
【００８１】
　次に、前記の樹脂混合物に水性媒体を添加して、転相し、樹脂粒子（Ａ）を含有する分
散液を得る。
【００８２】
　水性媒体を添加する際の温度は、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観
点、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ａ）を構成す
る樹脂のガラス転移温度以上が好ましく、工程（１）で用いる水性媒体の沸点以下が好ま
しい。具体的には、好ましくは７０℃以上、より好ましくは８０℃以上、更に好ましくは
８５℃以上であり、また、好ましくは１００℃未満、より好ましくは９８℃以下である。
　
【００８３】
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　水性媒体の添加速度は、樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点、トナ
ーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、転相が終了するまでは、樹脂粒子
（Ａ）を構成する樹脂成分１００質量部に対して、好ましくは０．１質量部／分以上、よ
り好ましくは０．５質量部／分以上であり、また、好ましくは５０質量部／分以下、より
好ましくは３０質量部／分以下、更に好ましくは１０質量部／分以下、より更に好ましく
は５質量部／分以下である。転相後、樹脂粒子が得られた後の水性媒体の添加速度には制
限はない。
　水性媒体の使用量は、トナーの生産性を向上させる観点及び後の凝集工程（１）で均一
な凝集粒子（１）を得る観点から、樹脂粒子（Ａ）を構成する樹脂成分１００質量部に対
して、好ましくは５０質量部以上、より好ましくは１００質量部以上、更に好ましくは１
５０質量部以上であり、また、好ましくは９００質量部以下、より好ましくは５００質量
部以下、更に好ましくは３００質量部以下である。
【００８４】
　得られる樹脂粒子（Ａ）の分散液の固形分濃度は、トナーの生産性を向上させる観点及
び樹脂粒子（Ａ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは１０質量％以
上、より好ましくは２０質量％以上、更に好ましくは２５質量％以上であり、また、好ま
しくは５０質量％以下、より好ましくは４０質量％以下、更に好ましくは３５質量％以下
である。なお、固形分は樹脂、着色剤、界面活性剤等の不揮発性成分の総量である。
【００８５】
　樹脂粒子（Ａ）の分散液中の樹脂粒子（Ａ）の体積中位粒径（Ｄ50）は、高画質の画像
が得られるトナーを得る観点から、好ましくは０．０５μｍ以上、より好ましくは０．０
８μｍ以上、更に好ましくは０．１０μｍ以上であり、また、好ましくは０．５０μｍ以
下、より好ましくは０．４０μｍ以下、更に好ましくは０．３０μｍ以下である。ここで
、体積中位粒径とは、体積分率で計算した累積体積頻度が粒径の小さい方から計算して５
０％になる粒径であり、実施例に記載の方法で求められる。
　また、樹脂粒子（Ａ）の粒径分布の変動係数（ＣＶ値）（％）は、高画質の画像が得ら
れるトナーを得る観点から、好ましくは５０％以下、より好ましくは４５％以下、更に好
ましくは４０％以下である。また、樹脂粒子（Ａ）の分散液の生産性を向上させる観点か
ら、好ましくは５％以上、より好ましくは１０％以上、更に好ましくは１５％以上である
。なお、ＣＶ値は、下記式で表される値であり、ここで、体積平均粒径とは、体積基準で
測定された粒径にその粒径値を持つ粒子の割合を掛け、それにより得られた値を粒子数で
除して得られる粒径であり、実施例に記載の方法で求められる。
　ＣＶ値（％）＝［粒径分布の標準偏差（ｎｍ）／体積平均粒径（ｎｍ）］×１００
【００８６】
（離型剤粒子）
　工程（１）において、樹脂粒子（Ａ）と共に、離型剤粒子を凝集させて、凝集粒子（１
）を得てもよい。
【００８７】
（離型剤粒子の製造）
　離型剤粒子は、離型剤を水性媒体に分散して離型剤粒子の分散液として得ることが好ま
しい。
　離型剤粒子の分散液は、離型剤と水性媒体とを、界面活性剤又は樹脂エマルション等の
存在下、離型剤の融点以上の温度で、分散機を用いて分散することによって得ることが好
ましい。用いる分散機としては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、
並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、ホモジナイザー、
超音波分散機等が好ましい。
　超音波分散機としては、例えば超音波ホモジナイザーが挙げられる。その市販品として
は、「ＵＳ－１５０Ｔ」、「ＵＳ－３００Ｔ」、「ＵＳ－６００Ｔ」（株式会社日本精機
製作所製）、SONIFIER 4020-400、SONIFIER 4020-800（ブランソン社製；SONIFIERは登録
商標）等が挙げられる。
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　また、前記分散機を使用する前に、離型剤、任意で樹脂粒子及び界面活性剤、及び水性
媒体を、あらかじめホモミキサー、ボールミル等の混合機で予備分散させておくことが好
ましい。
　本製造で用いる水性媒体の好ましい態様は、前記樹脂粒子（Ａ）の分散液を得る際に用
いられる水性媒体と同様である。
【００８８】
　本発明においては、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印
刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、離型剤粒子の水性媒体への分
散は、離型剤とオキサゾリン基含有重合体を混合した後、樹脂エマルションを混合し、乳
化させて、離型剤粒子の水分散液を得ることが好ましい。
　オキサゾリン基含有重合体は、離型剤を水性媒体中に分散させる観点から使用される。
オキサゾリン基含有重合体を用いることで、ポリマー主鎖が疎水性のワックスに吸着し、
極性を持つオキサゾリン基が水性媒体への分散基となり、離型剤を水性媒体中に分散させ
ることが可能となる。そして、次いで混合する樹脂エマルション中の樹脂中の反応活性部
位とオキサゾリン基が化学的に結合するため、強固に離型剤粒子表面に樹脂粒子が付着し
た粒子とすることができる。さらに、離型剤中にカルボキシ基などの官能基を含む場合に
は、オキサゾリン基と反応し、より強固に離型剤表面に付着しやすく、離型剤粒子の分散
安定性が向上するものと考えられる。
　オキサゾリン基含有重合体の数平均分子量は、離型剤及び樹脂との反応性を高める観点
から、好ましくは１，０００以上、より好ましくは５，０００以上であり、また、好まし
くは１，０００，０００以下、より好ましくは１００，０００以下である。
　オキサゾリン基含有重合体の市販品としては、エポクロス（登録商標）ＷＳ－３００、
ＷＳ－５００、ＷＳ－７００等の「エポクロス（登録商標）ＷＳシリーズ」（株式会社日
本触媒製、水溶性タイプ、主鎖アクリル）、「Ｋシリーズ」（株式会社日本触媒製、エマ
ルションタイプ、主鎖スチレン／アクリル）等が挙げられる。
【００８９】
　オキサゾリン基含有重合体の使用量は、離型剤及び樹脂との反応性を高め、離型剤粒子
の分散安定性を向上させる観点から、離型剤１００質量部に対して、好ましくは０．１質
量部以上、より好ましくは０．３質量部以上、更に好ましくは０．５質量部以上であり、
また、離型剤粒子分散液の生産性を向上させる観点から、好ましくは１０質量部以下、よ
り好ましくは５質量部以下、更に好ましくは２質量部以下、より更に好ましくは１質量部
以下である。
【００９０】
　樹脂エマルションは、酸性基としてカルボキシ基を有する樹脂エマルションが好ましく
、樹脂の酸価が、カルボキシ基によるものが好ましい。樹脂エマルションとしては、塩化
ビニル系樹脂エマルション、アクリル系樹脂エマルション、及びポリエステル樹脂エマル
ションから選ばれる１種又は２種以上が挙げられる。
　塩化ビニル系樹脂エマルションは、塩化ビニルモノマーと、必要により、少なくとも１
種の共重合し得るモノマーとの重合（好ましくは、乳化重合）によって得られる樹脂を含
むことが好適である。ここで塩化ビニルモノマーと共重合し得るモノマーとしては、アク
リル系モノマー、酢酸ビニル等が挙げられる。その他、国際公開第２０１０－１４０６４
７号に示されるようにスチレン・アクリルオリゴマー及び／またはアクリル酸エステルオ
リゴマーの存在下で、塩化ビニルモノマーと、少なくとも１種の共重合し得るモノマーと
を重合（好ましくは、乳化重合）させることで得られる塩化ビニル系樹脂を用いてもよい
。
　上記塩化ビニル系樹脂エマルションとして、市販の樹脂エマルションを用いてもよい。
市販の樹脂エマルションとしては、界面活性剤を用いない、所謂ソープフリー型として市
販されている、ビニブラン７００、ビニブラン７０１（いずれも塩化ビニル共重合エマル
ション：日信化学工業株式会社製；ビニブランは登録商標）等が挙げられる。
【００９１】
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　アクリル系樹脂エマルションとしては、アクリル系モノマー単独、又は、アクリル系モ
ノマーと、少なくとも１種の共重合し得るモノマーとの重合（例えば、乳化重合）によっ
て得られるアクリル系樹脂を含むことが好ましい。
　アクリル系樹脂エマルションとしては、アクリル樹脂エマルション、スチレン－アクリ
ル共重合体樹脂エマルション、酢酸ビニル－アクリル共重合体樹脂エマルション、シリコ
ーン－アクリル樹脂エマルション、ポリエステル－アクリル樹脂エマルション、ウレタン
－アクリル樹脂エマルション、変性アクリル樹脂エマルション、自己架橋型アクリル酸エ
ステル樹脂エマルション、及びエチレン－酢酸ビニル－アクリル樹脂エマルションから選
ばれる少なくとも１種が挙げられる。中でも、離型剤粒子の分散安定性を向上させる観点
から、アクリル樹脂エマルション、スチレン－アクリル共重合体樹脂エマルションが好ま
しい。
　離型剤粒子の分散液を製造するために用いるポリエステル樹脂エマルションに使用する
ポリエステル樹脂は、結晶性ポリエステル樹脂、非晶質ポリエステル樹脂のどちらでもよ
く、その種類と作製方法は、前述のコア部分を構成するポリエステルの製造と同様の方法
で、酸成分とアルコール成分とを、重縮合反応させることによって製造することができる
。
【００９２】
　なお、該樹脂エマルションの製造の容易性の観点から、必要に応じて界面活性剤を使用
してもよいが、樹脂エマルション中の界面活性剤の含有量が多いと、ワックスを乳化する
際、樹脂エマルションがワックス界面に吸着するのを阻害するおそれがある。よって、樹
脂エマルション中の界面活性剤の含有量は、樹脂エマルションの固形分中、好ましくは１
０質量％以下、より好ましくは５質量％以下、更に好ましくは３質量％以下、より更に好
ましくは実質的に０質量％である。
　離型剤粒子の分散液における樹脂エマルションの添加量は、離型剤１００質量部に対し
て、トナー作製時の離型剤粒子の凝集性を向上させる及び遊離を防止する観点から、樹脂
分として、好ましくは１質量部以上、より好ましくは２質量部以上、更に好ましくは３質
量部以上であり、トナーの低温定着性を向上させる観点から、好ましくは１５質量部以下
、より好ましくは１０質量部以下である。
【００９３】
　離型剤粒子の分散液の固形分濃度は、トナーの生産性を向上させる観点及び離型剤粒子
分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは５質量％以上、より好ましくは１
０質量％以上、更に好ましくは１５質量％以上であり、また、好ましくは４０質量％以下
、より好ましくは３０質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下である。なお、固形分
は、離型剤、樹脂等の不揮発性成分の総量である。
　離型剤粒子の体積中位粒径（Ｄ50）は、後の凝集工程（１）で均一な凝集粒子（１）を
得る観点、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドッ
ト再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１００ｎｍ以上、より好まし
くは２００ｎｍ以上であり、また、好ましくは１μｍ以下、より好ましくは７００ｎｍ以
下、更に好ましくは６００ｎｍ以下である。
　離型剤粒子のＣＶ値は、後の凝集工程（１）で均一な凝集粒子（１）を得る観点、及び
トナーの帯電安定性を向上させる観点から、好ましくは５０％以下、より好ましくは４０
％以下、更に好ましくは３５％以下であり、また、トナーの生産性を向上させる観点から
、好ましくは１５％以上、より好ましくは２０％以上、更に好ましくは２５％以上である
。離型剤粒子の体積中位粒径及びＣＶ値は、具体的には実施例に記載の方法で求められる
。
【００９４】
〔凝集粒子（１）の製造〕
　凝集粒子（１）は、樹脂粒子（Ａ）を含む分散液中の樹脂粒子（Ａ）を凝集して凝集粒
子（１）を含む分散液を得る凝集工程（１）により製造することができる。
　凝集工程（１）では、樹脂粒子（Ａ）、及び必要に応じて、凝集剤、離型剤粒子、界面
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活性剤、着色剤等の任意成分を水性媒体中で凝集して凝集粒子を得ることができる。
　本工程においては、まず、樹脂粒子（Ａ）の分散液及び離型剤粒子の分散液を水性媒体
中で混合して、混合分散液を得ることが好ましい。
　なお、樹脂粒子（Ａ）中に着色剤を混合しなかった場合には、本混合分散液中に着色剤
を混合することが好ましい。
　また、混合分散液には、樹脂粒子（Ａ）以外の樹脂粒子を混合してもよい。
　混合の順に制限はなく、いずれかを順に添加してもよいし、同時に添加してもよい。
【００９５】
　樹脂粒子（Ａ）は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印
刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ａ）及び離型剤粒
子を含む混合分散液中、好ましくは１０質量％以上、より好ましくは２０質量％以上であ
り、また、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子（１）を得る観点から、好ましくは４０
質量％以下、より好ましくは３５質量％以下である。
【００９６】
　水性媒体は、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子（１）を得る観点から、樹脂粒子（
Ａ）及び離型剤粒子を含む混合分散液中、好ましくは６０質量％以上、より好ましくは６
５質量％以上であり、また、トナーの生産性を向上させる観点から、好ましくは９０質量
％以下、より好ましくは８０質量％以下である。
【００９７】
　離型剤粒子は、トナーの離型性を向上させる観点、トナーの低温定着性及び耐熱保存性
を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から
、樹脂粒子（Ａ）１００質量部に対して、好ましくは１質量部以上、より好ましくは１．
５質量部以上、更に好ましくは２質量部以上であり、また、トナーの低温定着性を向上さ
せる観点から、好ましくは２０質量部以下、より好ましくは１５質量部以下、更に好まし
くは１０質量部以下である。
　混合温度は、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子（１）を得る観点から、０℃以上４
０℃以下が好ましい。
【００９８】
　次に、混合分散液中の粒子を凝集させて、凝集粒子（１）の分散液を得る。凝集を効率
的に行う観点から、凝集剤を添加することが好ましい。
【００９９】
（凝集剤）
　凝集剤は、過剰な凝集を防ぎつつ、所望の粒径のトナーを得る観点から、電解質である
ことが好ましく、塩であることがより好ましい。
　凝集剤としては、第四級塩のカチオン性界面活性剤、ポリエチレンイミン等の有機系凝
集剤；無機金属塩、無機アンモニウム塩、２価以上の金属錯体等の無機系凝集剤が挙げら
れる。凝集性を向上させ均一な凝集粒子（１）を得る観点から、無機系凝集剤が好ましく
、無機金属塩、無機アンモニウム塩がより好ましく、無機アンモニウム塩が更に好ましい
。
　無機系凝集剤のカチオンの価数は、過剰な凝集を防ぎつつ、所望の粒径のトナーを得る
観点から、好ましくは１価以上５価以下、より好ましくは１価以上２価以下、更に好まし
くは１価である。
【０１００】
　無機系凝集剤の１価のカチオンとしては、ナトリウムイオン、カリウムイオン、アンモ
ニウムイオン等が挙げられ、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並び
に、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、アンモニウムイオンが
好ましい。
　無機金属塩としては、硫酸ナトリウム、硝酸ナトリウム、塩化ナトリウム、塩化カルシ
ウム、硝酸カルシウム等の金属塩、及びポリ塩化アルミニウム、ポリ水酸化アルミニウム
等の無機金属塩重合体が挙げられる。
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　無機アンモニウム塩としては、硫酸アンモニウム、塩化アンモニウム、硝酸アンモニウ
ム等が挙げられる。
　凝集剤としては、硫酸アンモニウムがより好ましい。
【０１０１】
　凝集剤の使用量は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印
刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ａ）を構成する樹
脂１００質量部に対して、好ましくは５０質量部以下、より好ましくは４５質量部以下、
更に好ましくは４０質量部以下である。また、樹脂粒子の凝集を制御して所望の粒径を得
る観点から、好ましくは５質量部以上、より好ましくは１０質量部以上、更に好ましくは
２０質量部以上である。
【０１０２】
　凝集剤は、混合物分散液に滴下して添加することが好ましい。凝集剤は一時に添加して
もよいし、断続的あるいは連続的に添加してもよい。添加時及び添加終了後には、十分な
撹拌を行うことが好ましい。
　凝集剤は、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子（１）を得る観点から、水溶液として
、滴下することが好ましい。凝集剤の水溶液の濃度は、凝集を制御して所望の粒径の凝集
粒子（１）を得る観点から、好ましくは２質量％以上、より好ましくは４質量％以上であ
り、また、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３０質量％以下、更に好ましくは
２０質量％以下、より更に好ましくは１０質量％以下である。
【０１０３】
　凝集剤の滴下時間は、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子（１）を得る観点から、好
ましくは１分以上、より好ましくは５分以上であり、また、トナーの生産性を向上させる
観点から、好ましくは１２０分以下、より好ましくは６０分以下、更に好ましくは３０分
以下である。
　また、凝集剤を滴下する温度は、トナーの生産性を向上させる観点から、好ましくは０
℃以上、より好ましくは１０℃以上であり、また、凝集を制御して所望の粒径の凝集粒子
（１）を得る観点から、好ましくは５０℃以下、より好ましくは４０℃以下、更に好まし
くは３０℃以下である。
【０１０４】
　更に、凝集を促進させ、所望の粒径及び粒径分布の凝集粒子（１）を得る観点から、凝
集剤を添加した後に分散液の温度を上げることが好ましい。維持する温度としては、５０
℃以上で結晶性ポリエステルの融点以下の温度であることが好ましい。前記温度範囲にて
、凝集粒子（１）の体積中位粒径をモニタリングすることによって、凝集の進行を確認す
ることが好ましい。下限温度については、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させ
る観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましく
は５０℃以上、より好ましくは５１℃以上、更に好ましくは５２℃以上である。
【０１０５】
　得られる凝集粒子（１）の体積中位粒径（Ｄ50）は、トナーの低温定着性及び耐熱保存
性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点か
ら、好ましくは２μｍ以上、より好ましくは３μｍ以上、更に好ましくは４μｍ以上であ
り、また、好ましくは１０μｍ以下、より好ましくは８μｍ以下、更に好ましくは６μｍ
以下である。
　体積中位粒径の測定は実施例に記載の方法によって行う。
　また、凝集粒子（１）のＣＶ値は、高画質の画像が得られるトナーを得る観点から、好
ましくは５０％以下、より好ましくは４０％以下、更に好ましくは３０％以下であり、ま
た、好ましくは５％以上、より好ましくは１０％以上、更に好ましくは１５％以上である
。ＣＶ値は、下記式で表される値であり、実施例に記載の方法で求められる。
　ＣＶ値（％）＝［粒径分布の標準偏差（ｎｍ）／体積平均粒径（ｎｍ）］×１００
【０１０６】
＜工程（２）＞
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　工程（２）は、工程（１）で得られた凝集粒子（１）に、非晶質ポリエステル（ｃ）を
含有する樹脂粒子（Ｂ）を凝集させて、凝集粒子（２）を得る工程である。
　工程（２）では、主として、
iv）非晶質ポリエステル（ｃ）を含む成分を混合して混合物を得る工程と、
v）混合物に水性媒体を添加して、樹脂粒子（Ｂ）が分散した分散液を得る工程と、
vi）工程（１）で得られた凝集粒子（１）を含む分散液及び樹脂粒子（Ｂ）を含む分散液
を混合して、凝集粒子（１）に樹脂粒子（Ｂ）を付着させた凝集粒子（２）を得る工程と
、を有する。
　なお、vi）工程（１）で得られた凝集粒子（１）を含む分散液及び樹脂粒子（Ｂ）を含
む分散液を混合して、凝集粒子（１）に樹脂粒子（Ｂ）を付着させた凝集粒子（２）を得
る工程を「凝集工程（２）」と称することがある。
【０１０７】
〔樹脂粒子（Ｂ）〕
　樹脂粒子（Ｂ）は、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する。
　この樹脂粒子（Ｂ）は、非晶質ポリエステル（ｃ）の他に、非晶質ポリエステル（ｃ）
以外の非晶質ポリエステル、結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）と
非相溶性の結晶性ポリエステル及びポリエステル以外の他の樹脂成分を含有してもよい。
　樹脂粒子（Ｂ）を構成する樹脂成分中の非晶質ポリエステル（ｃ）の含有量はトナーの
低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保
管性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ｂ）を構成する樹脂の好ましくは８０質量％以上
であり、より好ましくは９０質量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ま
しくは９８質量％以上、より更に好ましくは実質的に１００質量％、より更に好ましくは
１００質量％である。
【０１０８】
〔樹脂粒子（Ｂ）の製造〕
　樹脂粒子（Ｂ）は、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂成分と、必要に応じて界
面活性剤等の任意成分と、を水性媒体中に分散させ、樹脂粒子（Ｂ）の分散液として得る
方法によって製造することが好ましい。
　分散液を得る方法は、樹脂粒子（Ａ）と同じく、樹脂等を水性媒体に添加し、分散機を
用いて分散する方法、樹脂等に水性媒体を徐々に添加して乳化する転相乳化法等が挙げら
れ、得られるトナーの低温定着性を向上させる観点から、転相乳化法が好ましい。
【０１０９】
　まず、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂成分、必要に応じて界面活性剤、及び
着色剤等の前記の任意成分を溶融して混合し、混合物を得る。
【０１１０】
　混合物を得る方法としては、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂成分、界面活性
剤、着色剤等の前記の任意成分、及び塩基性水溶液を容器に入れ、撹拌機によって撹拌し
ながら、樹脂を溶融して混合する方法が好ましい。
【０１１１】
　界面活性剤としては、前述の「樹脂粒子（Ａ）」において例示した界面活性剤が使用で
きる。非イオン性界面活性剤とアニオン性界面活性剤とを併用する場合、非イオン性界面
活性剤とアニオン性界面活性剤との質量比（非イオン性界面活性剤／アニオン性界面活性
剤）は、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．３
以上、より好ましくは０．５以上であり、また、好ましくは１０以下、より好ましくは５
以下である。
【０１１２】
　界面活性剤の添加量は、樹脂粒子（Ｂ）を構成する樹脂成分１００質量部に対して、ト
ナーの耐熱保存性を向上させる観点から、好ましくは２０質量部以下、より好ましくは１
０質量部以下、更に好ましくは５質量部以下であり、また、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分
散安定性を向上させる観点から、好ましくは０．５質量部以上、より好ましくは１質量部
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以上、更に好ましくは２質量部以上である。
　なお、「樹脂粒子（Ｂ）を構成する樹脂成分」は、非晶質ポリエステル（ｃ）、及び、
任意に含み得る他の樹脂を含む。
【０１１３】
　塩基性水溶液に用いられる塩基性化合物としては、前述の「樹脂粒子（Ａ）」において
例示した塩基性化合物が使用できる。
【０１１４】
　樹脂を溶融し混合する際の温度は、均質な樹脂粒子を得る観点から、非晶質ポリエステ
ル（ｃ）のガラス転移温度以上が好ましい。
【０１１５】
　次に、前記の混合物に水性媒体を添加して、転相し、樹脂粒子（Ｂ）を含有する分散液
を得る。
【０１１６】
　水性媒体を添加する際の温度は、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観
点、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ｂ）を構成す
る樹脂のガラス転移温度以上が好ましく、水性媒体の沸点以下が好ましい。具体的には、
好ましくは７０℃以上、より好ましくは８０℃以上、更に好ましくは８５℃以上であり、
また、好ましくは１００℃未満、より好ましくは９８℃以下である。
【０１１７】
　水性媒体の添加速度は、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観点、トナ
ーの低温定着性及び耐熱保存性を向上させる観点から、転相が終了するまでは、樹脂粒子
（Ｂ）を構成する樹脂成分１００質量部に対して、好ましくは０．１質量部／分以上、よ
り好ましくは０．５質量部／分以上であり、また、好ましくは５０質量部／分以下、より
好ましくは３０質量部／分以下、更に好ましくは１０質量部／分以下、より更に好ましく
は５質量部／分以下である。転相後、樹脂粒子が得られた後の水性媒体の添加速度には制
限はない。
　水性媒体の使用量は、トナーの生産性を向上させる観点及び凝集工程（２）で均一な凝
集粒子（２）を得る観点から、樹脂粒子（Ｂ）を構成する樹脂成分１００質量部に対して
、好ましくは５０質量部以上、より好ましくは１００質量部以上、更に好ましくは１５０
質量部以上であり、また、好ましくは９００質量部以下、より好ましくは５００質量部以
下、更に好ましくは３００質量部以下である。
【０１１８】
　得られる樹脂粒子（Ｂ）の分散液の固形分濃度は、トナーの生産性を向上させる観点及
び樹脂粒子（Ｂ）の分散液の分散安定性を向上させる観点から、好ましくは７質量％以上
、より好ましくは１０質量％以上、更に好ましくは２０質量％以上であり、また、好まし
くは５０質量％以下、より好ましくは４０質量％以下、更に好ましくは３５質量％以下で
ある。なお、固形分は樹脂、界面活性剤等の不揮発性成分の総量である。
【０１１９】
　樹脂粒子（Ｂ）の分散液中の樹脂粒子（Ｂ）の体積中位粒径（Ｄ50）は、高画質の画像
が得られるトナーを得る観点から、好ましくは０．０５μｍ以上、より好ましくは０．０
８μｍ以上、更に好ましくは０．１０μｍ以上であり、また、好ましくは０．５０μｍ以
下、より好ましくは０．４０μｍ以下、更に好ましくは０．３０μｍ以下である。ここで
、体積中位粒径とは、体積分率で計算した累積体積頻度が粒径の小さい方から計算して５
０％になる粒径であり、実施例に記載の方法で求められる。
　また、樹脂粒子（Ｂ）の粒径分布の変動係数（ＣＶ値）（％）は、高画質の画像が得ら
れるトナーを得る観点から、好ましくは５０％以下、より好ましくは４５％以下、更に好
ましくは４０％以下である。また、樹脂粒子（Ｂ）の分散液の生産性を向上させる観点か
ら、好ましくは５％以上、より好ましくは１０％以上、更に好ましくは１５％以上である
。なお、ＣＶ値は、下記式で表される値であり、ここで、体積平均粒径とは、体積基準で
測定された粒径にその粒径値を持つ粒子の割合を掛け、それにより得られた値を粒子数で
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除して得られる粒径であり、実施例に記載の方法で求められる。
　ＣＶ値（％）＝［粒径分布の標準偏差（ｎｍ）／体積平均粒径（ｎｍ）］×１００
【０１２０】
〔凝集粒子（２）の製造〕
　工程（２）では、前述した凝集粒子（１）の分散液に、樹脂粒子（Ｂ）を含む分散液を
添加することにより、凝集粒子（１）に更に樹脂粒子（Ｂ）を付着させ、凝集粒子（２）
の分散液を得ることが好ましい。
【０１２１】
　凝集粒子（１）の分散液に樹脂粒子（Ｂ）の分散液を添加する前に、凝集粒子（１）の
分散液に水性媒体を添加して希釈してもよい。また、凝集粒子（１）の分散液に樹脂粒子
（Ｂ）の分散液を添加するときには、凝集粒子（１）に樹脂粒子（Ｂ）を効率的に付着さ
せるために、前記凝集剤を本工程で用いてもよい。
【０１２２】
　凝集粒子（１）の分散液に樹脂粒子（Ｂ）の分散液を添加する場合の好ましい添加方法
としては、凝集剤と樹脂粒子（Ｂ）の分散液とを同時に添加する方法、凝集剤と樹脂粒子
（Ｂ）の分散液とを交互に添加する方法、凝集粒子（１）の分散液の温度を徐々に上げな
がら、樹脂粒子（Ｂ）の分散液を添加する方法が挙げられる。このようにすることで、凝
集剤の濃度低下による凝集粒子（１）及び樹脂粒子（Ｂ）の凝集性の低下を防ぐことがで
きる。トナーの生産性を向上させる観点及び製造を簡便に行う観点から、凝集粒子（１）
分散液の温度を徐々に上げながら、樹脂粒子（Ｂ）の分散液を添加することが好ましい。
　滴下時の温度は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷
物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは４０℃以上、より好
ましくは４５℃以上、更に好ましくは５０℃以上であり、また、好ましくは８０℃以下、
より好ましくは７０℃以下、更に好ましくは６５℃以下である。
【０１２３】
　樹脂粒子（Ｂ）の添加量は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並
びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、樹脂粒子（Ｂ）と樹
脂粒子（Ａ）との質量比（樹脂粒子（Ｂ）／樹脂粒子（Ａ））が、好ましくは０．１以上
、より好ましくは０．１５以上、更に好ましくは０．２以上、より更に好ましくは０．２
５以上であり、また、好ましくは０．９以下、より好ましくは０．７以下、更に好ましく
は０．６以下、より更に好ましくは０．５以下である。
　樹脂粒子（Ａ）に比べ、樹脂粒子（Ｂ）を少量添加することで、結晶性ポリエステル（
ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）とが混合された、本発明のトナーのコア部分の効果を十
分に発現することができ、低温定着性及び耐熱保存性を両立させることができる。
【０１２４】
　樹脂粒子（Ｂ）の分散液は、一定の時間をかけて連続的に添加してもよく、一時に添加
してもよく、複数回に分割して添加してもよいが、一定の時間をかけて連続的に添加する
か、複数回に分割して添加することが好ましい。前記のように添加することで、樹脂粒子
（Ｂ）が凝集粒子（１）に選択的に付着しやすくなる。なかでも選択的な付着を促進する
観点及びトナーの生産性を向上させる観点から、一定の時間を掛けて連続的に添加するこ
とが好ましい。連続的に添加する場合の時間は、均一な凝集粒子（２）を得る観点及びト
ナーの生産性を向上させる観点から、１時間以上１０時間以下が好ましく、２時間以上７
時間以下がより好ましい。
【０１２５】
　得られる凝集粒子（２）の体積中位粒径（Ｄ50）は、高画質の画像が得られるトナーを
得る観点、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドッ
ト再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは２μｍ以上、より好ましくは
３μｍ以上、更に好ましくは４μｍ以上であり、また、好ましくは１０μｍ以下、より好
ましくは８μｍ以下、更に好ましくは６μｍ以下である。
　体積中位粒径の測定は実施例に記載の方法によって行う。
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　また、凝集粒子（２）のＣＶ値は、高画質の画像が得られるトナーを得る観点から、好
ましくは５０％以下、より好ましくは４０％以下、更に好ましくは３０％以下であり、ま
た、好ましくは５％以上、より好ましくは１０％以上、更に好ましくは１５％以上である
。ＣＶ値は、下記式で表される値であり、実施例に記載の方法で求められる。
　ＣＶ値（％）＝［粒径分布の標準偏差（ｎｍ）／体積平均粒径（ｎｍ）］×１００
【０１２６】
　樹脂粒子（Ｂ）の全量を添加し、トナーとして適度な粒径に成長したところで凝集を停
止させてもよい。
　凝集を停止させる方法としては、分散液を冷却する方法、凝集停止剤を添加する方法、
分散液を希釈する方法等が挙げられる。不必要な凝集を確実に防止する観点からは、凝集
停止剤を添加して凝集を停止させる方法が好ましい。
【０１２７】
　凝集停止剤としては、界面活性剤が好ましく、アニオン性界面活性剤がより好ましい。
アニオン性界面活性剤としては、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、アル
キルエーテル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩等が挙げられ、好ま
しくはポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩であり、より好ましくはポリオキシ
エチレンラウリルエーテル硫酸塩である。
　凝集停止剤は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて、使用することができる。
　凝集停止剤の添加量は、不必要な凝集を確実に防止する観点から、トナー中の樹脂の総
量１００質量部に対して、好ましくは０．１質量部以上、より好ましくは１質量部以上、
更に好ましくは２質量部以上であり、また、トナーへの残留を低減する観点から、好まし
くは１５質量部以下、より好ましくは１０質量部以下、更に好ましくは６質量部以下であ
る。凝集停止剤は、トナーの生産性を向上させる観点から、水溶液で添加することが好ま
しい。
【０１２８】
　凝集停止剤を添加する温度は、トナーの生産性を向上させる観点から、凝集粒子分散液
を保持する温度と同じであることが好ましく、５０℃以上７５℃以下であることが好まし
い。
【０１２９】
＜工程（３）＞
　工程（３）は、工程（２）で得られた凝集粒子（２）中の凝集粒子（１）及び樹脂粒子
（Ｂ）を融着させて、コアシェル粒子を得る工程である。
　凝集粒子（２）中の、主として物理的にお互いに付着している状態であった各粒子が融
着されて一体となり、コアシェル構造のトナー粒子が形成される。
【０１３０】
　本工程においては、凝集粒子（１）の融着性を向上させる観点、トナーの低温定着性及
び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上さ
せる観点から、非晶質ポリエステル（ｃ）のガラス転移温度以上の温度で保持する。
　その際、非晶質ポリエステル（ｃ）のガラス転移温度以上の温度で保持する時間は、ト
ナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び
長期保管性を向上させる観点から、好ましくは１分以上、より好ましくは１０分以上、さ
らに好ましくは３０分以上であり、また、好ましくは２４０分以下、より好ましくは１８
０分以下、更に好ましくは１２０分以下、より更に好ましくは９０分以下である。
【０１３１】
　工程（３）で得られるコアシェル粒子の体積中位粒径（Ｄ50）は、トナーの低温定着性
及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上
させる観点から、好ましくは２μｍ以上、より好ましくは３μｍ以上、更に好ましくは４
μｍ以上であり、また、好ましくは１０μｍ以下、より好ましくは８μｍ以下、更に好ま
しくは６μｍ以下である。
　なお、工程（３）で得られるコアシェル粒子の体積中位粒径は、凝集粒子（２）の体積
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中位粒径以下であることが好ましい。すなわち、本工程（３）において、凝集粒子（２）
同士の凝集、融着が生じないことが好ましい。
　また、本工程で得られたコアシェル粒子の、コア中の樹脂とシェル中の樹脂との質量比
（コア／シェル比）は、好ましくは９０／１０～５３／４７、より好ましくは８７／１３
～６０／４０、更に好ましくは８３／１７～６３／３７、より更に好ましくは８０／２０
～６７／３３である。
【０１３２】
（後処理工程）
　本発明においては、工程（３）の後に後処理工程を行ってもよく、単離することによっ
てトナー粒子を得ることが好ましい。
　工程（３）で得られたコアシェル粒子は、水性媒体中に存在するため、まず、固液分離
を行うことが好ましい。固液分離には、吸引濾過法等が好ましく用いられる。
　固液分離後に洗浄を行うことが好ましい。このとき、添加した界面活性剤も除去するこ
とが好ましいため、界面活性剤の曇点以下で水性媒体により洗浄することが好ましい。洗
浄は複数回行うことが好ましい。
【０１３３】
　次に乾燥を行うことが好ましい。乾燥時の温度は、コアシェル粒子自体の温度が結晶性
ポリエステルの融点より５℃以上低くなるようにすることが好ましく、１０℃以上低くな
るようにすることがより好ましい。乾燥方法としては、真空低温乾燥法、振動型流動乾燥
法、スプレードライ法、冷凍乾燥法、フラッシュジェット法等を用いることが好ましい。
乾燥後の水分含量は、トナーの帯電性を向上させる観点から、好ましくは１．５質量％以
下、より好ましくは１．０質量％以下に調整する。
【０１３４】
（トナー粒子）
　乾燥等を行うことによって得られたトナー粒子を本発明のトナーとしてそのまま用いる
こともできるが、後述のようにトナー粒子の表面を処理したものを静電荷像現像用トナー
として用いることが好ましい。
　トナー粒子の体積中位粒径（Ｄ50）は、トナーの生産性を向上させる観点及びトナーの
低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに、印刷物のドット再現性及び長期保
管性を向上させる観点から、好ましくは２μｍ以上、より好ましくは３μｍ以上、更に好
ましくは４μｍ以上であり、また、好ましくは１０μｍ以下、より好ましくは８μｍ以下
、更に好ましくは６μｍ以下である。
　トナー粒子のＣＶ値は、高画質の画像を得る観点から、好ましくは３０％以下、より好
ましくは２７％以下、更に好ましくは２５％以下、より更に好ましくは２３％以下であり
、また、トナーの生産性を向上させる観点から、好ましくは１５％以上、より好ましくは
１８％以上である。
　トナー粒子の円形度は、トナーの低温定着性及び耐熱保存性を両立させる観点、並びに
、印刷物のドット再現性及び長期保管性を向上させる観点から、好ましくは０．９６０以
上、より好ましくは０．９６５以上である。また、同様の観点から、好ましくは０．９９
０以下、より好ましくは０．９８５以下、更に好ましくは０．９８０以下である。
【０１３５】
（外添剤）
　本発明の静電荷像現像用トナーは、前記トナー粒子をトナーとしてそのまま用いること
もできるが、流動化剤等を外添剤としてトナー粒子表面に添加処理したものをトナーとし
て使用することが好ましい。
　外添剤としては、疎水性シリカ、酸化チタン微粒子、アルミナ微粒子、酸化セリウム微
粒子、カーボンブラック等の無機微粒子及びポリカーボネート、ポリメチルメタクリレー
ト、シリコーン樹脂等のポリマー微粒子等が挙げられ、これらの中でも、疎水性シリカが
好ましい。
　外添剤を用いてトナー粒子の表面処理を行う場合、外添剤の添加量は、トナー粒子１０
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０質量部に対して、好ましくは１質量部以上、より好ましくは２質量部以上であり、また
、好ましくは５質量部以下、より好ましくは４．５質量部以下である。
【０１３６】
　本発明により得られる静電荷像現像用トナーは、一成分系現像剤として、又はキャリア
と混合して二成分系現像剤として使用することができる。
【０１３７】
　上述した実施形態に関し、本発明は以下の静電荷像現像用トナーを開示する。
＜１＞　コアシェル構造を有する静電荷像現像用トナーであって、
　結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）をコア部分に有し、非晶質ポ
リエステル（ｃ）をシェル部分に有し、
　結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを８０モル％以上
含むアルコール成分と、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を８０モル％以上
含む酸成分とを重縮合して得られる結晶性ポリエステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｂ）が、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物を８０モ
ル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリエ
ステルであり、
　非晶質ポリエステル（ｃ）が、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物を６０
モル％以上含むアルコール成分と多価カルボン酸成分とを重縮合して得られる非晶質ポリ
エステルである、
　静電荷像現像用トナー。
【０１３８】
＜２＞　コア部分に含有されるすべての結晶性ポリエステルの合計量に対する結晶性ポリ
エステル（ａ）の割合が、好ましくは８０質量％以上であり、より好ましくは９０質量％
以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましくは実質的に１００質量％、より
更に好ましくは１００質量％である＜１＞に記載の静電荷像現像用トナー。
＜３＞　コア部分における結晶性ポリエステル（ａ）の含有量が、コア部分を構成する樹
脂中、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは５質量％
以上であり、また、好ましくは５０質量％以下、より好ましくは４０質量％以下、更に好
ましくは３５質量％以下、より更に好ましくは３０質量％以下である＜１＞又は＜２＞に
記載の静電荷像現像用トナー。
＜４＞　結晶性ポリエステル（ａ）と非晶質ポリエステル（ｂ）との質量比〔（ａ）／（
ｂ）〕が、好ましくは１／９９～５０／５０、より好ましくは３／９７～４０／６０、更
に好ましくは５／９５～３５／６５、より更に好ましくは５／９５～３０／７０、より更
に好ましくは７／９３～３０／７０＜１＞～＜３＞のいずれかに記載の静電荷像現像用ト
ナー。
【０１３９】
＜５＞　結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数２以上４以下の脂肪族ジオールを、アルコ
ール成分中、８０モル％以上、好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以
上、更に好ましくは実質的に１００モル％、より更に好ましくは１００モル％含む＜１＞
～＜４＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４０】
＜６＞　結晶性ポリエステル（ａ）が、炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸を
、酸成分中、好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上、更に好ましく
は実質的に１００モル％、更に好ましくは１００モル％含む＜１＞～＜５＞のいずれかに
記載の静電荷像現像用トナー。
＜７＞　炭素数４以上６以下の脂肪族飽和ジカルボン酸が、コハク酸、グルタル酸、及び
アジピン酸からなる群より選択されるいずれか１つ以上であり、好ましくはコハク酸及び
アジピン酸の少なくとも一方であり、より好ましくはコハク酸である＜１＞～＜６＞のい
ずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
＜８＞　結晶性ポリエステル（ａ）におけるアルコール成分に対する酸成分の当量比（Ｃ
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ＯＯＨ基／ＯＨ基）が、好ましくは０．８以上、より好ましくは０．９以上であり、また
、好ましくは１．２以下、より好ましくは１．１以下である＜１＞～＜７＞のいずれかに
記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４１】
＜９＞　コア部分に含有されるすべての非晶質ポリエステルの合計量に対する非晶質ポリ
エステル（ｂ）の割合が、好ましくは８０質量％以上であり、より好ましくは９０質量％
以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましくは実質的に１００質量％、より
更に好ましくは１００質量％である＜１＞～＜８＞のいずれかに記載の静電荷像現像用ト
ナー。
＜１０＞　コア部分における非晶質ポリエステル（ｂ）の含有量が、コア部分を構成する
樹脂中、好ましくは５０質量％以上、より好ましくは６０質量％以上、更に好ましくは６
５質量％以上、より更に好ましくは７０質量％以上であり、また、好ましくは９９質量％
以下、より好ましくは９７質量％以下、更に好ましくは９５質量％以下である＜１＞～＜
９＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
＜１１＞　コア部分における結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）の
総量がコア部分を構成する樹脂中、好ましくは８０質量％以上、より好ましくは９０質量
％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましくは９８質量％以上、より更に
好ましくは実質的に１００質量％以上、より更に好ましくは１００質量％である＜１＞～
＜１０＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４２】
＜１２＞　ビスフェノールＡのエチレンオキサイド付加物のアルコール成分中の含有量は
、好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上、更に好ましくは実質的に
１００モル％、より更に好ましくは１００モル％である＜１＞～＜１１＞のいずれかに記
載の静電荷像現像用トナー。
＜１３＞　非晶質ポリエステル（ｂ）の多価カルボン酸成分が、ジカルボン酸、３価以上
の多価カルボン酸、ジカルボン酸の無水物、３価以上の多価カルボン酸の無水物、ジカル
ボン酸の炭素数１以上３以下のアルキルエステル、及び３価以上の多価カルボン酸の炭素
数１以上３以下のアルキルエステルからなる群より選択されるいずれか１つ以上である＜
１＞～＜１２＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
＜１４＞　非晶質ポリエステル（ｂ）の多価カルボン酸成分が、
好ましくはテレフタル酸を含有し、より好ましくはテレフタル酸とアジピン酸とを含有し
、更に好ましくはテレフタル酸とアジピン酸とトリメリット酸無水物とを含有する＜１＞
～＜１３＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
＜１５＞　非晶質ポリエステル（ｂ）におけるアルコール成分に対する多価カルボン酸成
分の当量比（ＣＯＯＨ基／ＯＨ基）が、好ましくは０．７０以上、より好ましくは０．８
０以上であり、また、好ましくは１．１０以下、より好ましくは１．０５以下である＜１
＞～＜１４＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４３】
＜１６＞　離型剤をコア部に有し、離型剤は、２種以上を併用することが好ましく、植物
系ワックスと鉱物系又は石油系ワックスとを併用することが好ましく、カルナウバワック
スとパラフィンワックスとを併用することがより好ましい＜１＞～＜１５＞のいずれかに
記載の静電荷像現像用トナー。
＜１７＞　着色剤をコア部分とシェル部分との少なくとも一方に有し、好ましくは着色剤
をコア部分に有する＜１＞～＜１６＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４４】
＜１８＞　シェル部分に含有されるすべての非晶質ポリエステルの合計量に対する非晶質
ポリエステル（ｃ）の割合が、好ましくは８０質量％以上であり、より好ましくは９０質
量％以上、更に好ましくは９５質量％以上、より更に好ましくは９８質量％以上、より更
に好ましくは実質的に１００質量％、より更に好ましくは１００質量％である＜１＞～＜
１７＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
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＜１９＞　ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物のアルコール成分中の含有量
が、好ましくは６５モル％以上、より好ましくは７５モル％以上、更に好ましくは８５モ
ル％以上、より更に好ましくは９５モル％以上である＜１＞～＜１８＞のいずれかに記載
の静電荷像現像用トナー。
＜２０＞　ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物のアルコール成分中の含有量
が、好ましくは１００モル％以下、より好ましくは９５モル％以下、更に好ましくは８５
モル％以下、より更に好ましくは７５モル％以下である＜１＞～＜１９＞のいずれかに記
載の静電荷像現像用トナー。
＜２１＞　非晶質ポリエステル（ｃ）の多価カルボン酸成分が、ジカルボン酸、３価以上
の多価カルボン酸、ジカルボン酸の無水物、３価以上の多価カルボン酸の無水物、ジカル
ボン酸の炭素数１以上３以下のアルキルエステル、及び３価以上の多価カルボン酸の炭素
数１以上３以下のアルキルエステルからなる群より選択されるいずれか１つ以上である＜
１＞～＜２０＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
＜２２＞　非晶質ポリエステル（ｃ）におけるアルコール成分に対する多価カルボン酸成
分の当量比（ＣＯＯＨ基／ＯＨ基）が、好ましくは０．７０以上、より好ましくは０．８
０以上であり、また、好ましくは１．１０以下、より好ましくは１．０５以下である＜１
＞～＜２１＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナー。
【０１４５】
＜２３＞　下記の工程（１）～（３）を含む、＜１＞～＜２２＞のいずれかに記載の静電
荷像現像用トナーの製造方法。
　工程（１）：結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含有する樹脂
粒子（Ａ）を凝集させて、凝集粒子（１）を得る工程
　工程（２）：凝集粒子（１）に、非晶質ポリエステル（ｃ）を含有する樹脂粒子（Ｂ）
を添加して、凝集粒子（２）を得る工程
　工程（３）：凝集粒子（２）中の凝集粒子（１）及び樹脂粒子（Ｂ）を融着させて、コ
アシェル粒子を得る工程
【０１４６】
＜２４＞　工程（１）が、
ｉ）結晶性ポリエステル（ａ）及び非晶質ポリエステル（ｂ）を含む成分を混合して樹脂
混合物を得る工程と、
ii）樹脂混合物に水性媒体を添加して、樹脂粒子（Ａ）が分散した分散液を得る工程と、
iii）樹脂粒子（Ａ）を含む分散液中の樹脂粒子（Ａ）を凝集して凝集粒子（１）を含む
分散液を得る凝集工程（１）と、を有する＜２３＞に記載の静電荷像現像用トナーの製造
方法。
＜２５＞　凝集工程（１）が、樹脂粒子（Ａ）を含む分散液に凝集剤を添加する工程であ
り、凝集剤の使用量が、樹脂粒子（Ａ）を構成する樹脂１００質量部に対して、好ましく
は５０質量部以下、より好ましくは４５質量部以下、更に好ましくは４０質量部以下であ
り、また、好ましくは５質量部以上、より好ましくは１０質量部以上、更に好ましくは２
０質量部以上である＜２４＞に記載の静電荷像現像用トナーの製造方法。
【０１４７】
＜２６＞　工程（２）が、
iv）非晶質ポリエステル（ｃ）を含む成分を混合して混合物を得る工程と、
v）混合物に水性媒体を添加して、樹脂粒子（Ｂ）が分散した分散液を得る工程と、
vi）工程（１）で得られた凝集粒子（１）を含む分散液及び樹脂粒子（Ｂ）を含む分散液
を混合して、凝集粒子（１）に樹脂粒子（Ｂ）を付着させた凝集粒子（２）を得る凝集工
程（２）と、を有する＜２２＞～＜２５＞のいずれかに記載の静電荷像現像用トナーの製
造方法。
【実施例】
【０１４８】
　ポリエステル、樹脂粒子、トナー等の各性状値については次の方法により測定、評価し
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た。
【０１４９】
［ポリエステルの酸価］
　ＪＩＳ　Ｋ００７０に従って測定した。但し、測定溶媒はクロロホルムとした。
【０１５０】
［ポリエステルの軟化点、結晶性指数、吸熱の最大ピーク温度、融点及びガラス転移温度
］
（１）軟化点
　フローテスター「ＣＦＴ－５００Ｄ」（株式会社島津製作所製）を用い、１ｇの試料を
昇温速度６℃／ｍｉｎで加熱しながら、プランジャーにより１．９６ＭＰａの荷重を与え
、直径１ｍｍ、長さ１ｍｍのノズルから押し出した。温度に対し、フローテスターのプラ
ンジャー降下量をプロットし、試料の半量が流出した温度を軟化点とした。
【０１５１】
（２）結晶性指数
　示差走査熱量計「Ｑ１００」（ティー・エイ・インスツルメント・ジャパン株式会社製
）を用いて、試料０．０１～０．０２ｇをアルミパンに計量し、室温（２０℃）から降温
速度１０℃／ｍｉｎで０℃まで冷却した試料をそのまま１分間静止させ、その後、昇温速
度１０℃／ｍｉｎで１８０℃まで昇温した。観測されるピークのうち、ピーク面積が最大
のピーク温度を吸熱の最大ピーク温度（１）として、（軟化点（℃））／（吸熱の最大ピ
ーク温度（１）（℃））により、結晶性指数を求めた。
【０１５２】
（３）融点及びガラス転移温度
　示差走査熱量計「Ｑ１００」（ティー・エイ・インスツルメント・ジャパン株式会社製
）を用いて、試料０．０１～０．０２ｇをアルミパンに計量し、２００℃まで昇温し、そ
の温度から降温速度１０℃／ｍｉｎで０℃まで冷却した試料を昇温速度１０℃／ｍｉｎで
測定した。観測される吸熱ピークのうち、ピーク面積が最大のピークの温度を吸熱の最大
ピーク温度（２）とした。結晶性ポリエステルの時には該ピーク温度を融点とした。また
、非晶質ポリエステルの場合に吸熱ピークが観測されるときはそのピークの温度を、ピー
クが観測されずに段差が観測されるときは該段差部分の曲線の最大傾斜を示す接線と該段
差の高温側のベースラインの延長線との交点の温度をガラス転移温度とした。
【０１５３】
［離型剤の融点］
　示差走査熱量計「ＤＳＣ２１０」（セイコー電子工業株式会社製）を用いて、試料０．
０１～０．０２ｇをアルミパンに計量し、２００℃まで昇温し、その温度から降温速度１
０℃/ｍｉｎで０℃まで冷却した。次に試料を２０℃から昇温速度１０℃／ｍｉｎで１８
０℃まで測定し、最大ピーク温度を融点とした。
【０１５４】
［樹脂粒子及び離型剤粒子の体積中位粒径（Ｄ50）及び粒径分布（ＣＶ値）］
（１）測定装置：レーザー回折型粒径測定機「ＬＡ－９２０」（株式会社堀場製作所製）
（２）測定条件：測定用セルに蒸留水を加え、吸光度を適正範囲になる濃度で体積中位粒
径（Ｄ50）及び体積平均粒径を測定した。また、ＣＶ値（粒径分布）は下記の式に従って
算出した。
　ＣＶ値（％）＝（粒径分布の標準偏差／体積平均粒径）×１００
【０１５５】
［樹脂粒子分散液、離型剤粒子分散液の固形分濃度］
　赤外線水分計「ＦＤ－２３０」（株式会社ケツト科学研究所製）を用いて、測定試料５
ｇを乾燥温度１５０℃、測定モード９６（監視時間２．５ｍｉｎ／変動幅０．０５％）に
て、水分（質量％）を測定した。固形分濃度は下記の式に従って算出した。
　固形分濃度（質量％）＝１００－水分（質量％）
【０１５６】
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［凝集粒子、コアシェル粒子の体積中位粒径（Ｄ50）及び粒径分布（ＣＶ値）］
　凝集粒子の体積中位粒径（Ｄ50）は以下の通り測定した。
・測定機：「コールターマルチサイザー（登録商標）ＩＩＩ」（ベックマンコールター株
式会社製）
・アパチャー径：５０μｍ
・解析ソフト：「マルチサイザー（登録商標）ＩＩＩバージョン３．５１」（ベックマン
コールター株式会社製）
・電解液：「アイソトン（登録商標）ＩＩ」（ベックマンコールター株式会社製）
・測定条件：凝集粒子を含有する試料分散液を前記電解液１００ｍＬに加えることにより
、３万個の粒子の粒径を２０秒で測定できる濃度に調整した後、３万個の粒子を測定し、
その粒径分布から体積中位粒径（Ｄ50）及び体積平均粒径を求めた。
　また、粒径分布としてＣＶ値（％）は下記の式に従って算出した。
　ＣＶ値（％）＝（粒径分布の標準偏差／体積平均粒径）×１００
【０１５７】
［トナー粒子の体積中位粒径（Ｄ50）及び粒径分布（ＣＶ値）］
　トナー粒子の体積中位粒径は以下の通り測定した。
　測定機、アパチャー径、解析ソフト、電解液は、凝集粒子の体積中位粒径と同様のもの
を用いた。
・分散液：ポリオキシエチレンラウリルエーテル「エマルゲン（登録商標）１０９Ｐ」（
花王株式会社製、ＨＬＢ：１３．６）を前記電解液に溶解させ、濃度５質量％の分散液を
得た。
・分散条件：前記分散液５ｍＬにトナー粒子測定試料１０ｍｇを添加し、超音波分散機に
て１分間分散させ、その後、電解液２５ｍＬを添加し、更に、超音波分散機にて１分間分
散させて、試料分散液を作製した。
・測定条件：前記試料分散液を前記電解液１００ｍＬに加えることにより、３万個の粒子
の粒径を２０秒で測定できる濃度に調整した後、３万個の粒子を測定し、その粒径分布か
ら体積中位粒径（Ｄ50）及び体積平均粒径を求めた。
　また、ＣＶ値（％）は下記の式に従って算出した。
　ＣＶ値（％）＝（粒径分布の標準偏差／体積平均粒径）×１００
【０１５８】
［トナー粒子の円形度］
・分散液の調製：トナー粒子の分散液は、ポリオキシエチレンラウリルエーテル「エマル
ゲン（登録商標）１０９Ｐ」（花王株式会社製、ＨＬＢ：１３．６）の５質量％水溶液５
ｍｌにトナー粒子５０ｍｇを添加し、超音波分散機にて１分間分散させたのち、蒸留水２
０ｍｌを添加し、さらに超音波分散機にて１分間分散させて調製した。
・測定装置：フロー式粒子像分析装置「ＦＰＩＡ（登録商標）－３０００」（シスメック
ス株式会社製）
・測定モード：ＨＰＦ測定モード
【０１５９】
［トナーの最低定着温度］
　上質紙「Ｊ紙Ａ４サイズ」（富士ゼロックス株式会社製）に市販のプリンタ「Ｍｉｃｒ
ｏｌｉｎｅ（登録商標）５４００」（株式会社沖データ製）を用いて、トナーの紙上の付
着量が０．４２～０．４８ｍｇ／ｃｍ2となるベタ画像をＡ４紙の上端から５ｍｍの余白
部分を残し、５０ｍｍの長さで定着させずに出力した。
　次に、定着器を温度可変に改造した同プリンタを用意し、定着器の温度を９０℃にし、
Ａ４縦方向に１枚あたり１．５秒の速度で定着し、印刷物を得た。
　同様の方法で定着器の温度を５℃ずつ上げて、定着し、印刷物を得た。
　印刷物の画像上の上端の余白部分からベタ画像にかけて、メンディングテープ「Ｓｃｏ
ｔｃｈ（登録商標）メンディングテープ８１０」（住友スリーエム株式会社製、幅１８ｍ
ｍ）を長さ５０ｍｍに切ったものを軽く貼り付けた後、５００ｇのおもりを載せ、速さ１
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０ｍｍ／ｓｅｃで１往復押し当てた。その後、貼付したテープを下端側から剥離角度１８
０度、速さ１０ｍｍ／ｓｅｃで剥がし、テープ剥離後の印刷物を得た。テープ貼付前及び
剥離後の印刷物の下に上質紙「エクセレントホワイト紙Ａ４サイズ」（株式会社沖データ
製）を３０枚敷き、各印刷物のテープ貼付前及び剥離後の定着画像部分の反射画像濃度を
、測色計「ＳｐｅｃｔｒｏＥｙｅ」（ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ社製、光射条件；標準
光源Ｄ５０、観察視野２°、濃度基準ＤＩＮＮＢ、絶対白基準）を用いて測定し、これか
ら下記の式で定着率を算出した。
　定着率（％）＝（テープ剥離後の反射画像濃度／テープ貼付前の反射画像濃度）×１０
０
　定着率９０％以上となる温度を最低定着温度とした。最低定着温度が低いほど低温定着
性に優れることを表す。
【０１６０】
［トナーの耐熱保存性］
　内容積１００ｍｌの広口ポリビンにトナー２０ｇを入れて密封し、温度５５℃の環境下
で４８時間静置した。その後、２５℃の温度下で密封したまま１２時間以上静置して冷却
した。次いで、「パウダーテスタ（登録商標）」（ホソカワミクロン株式会社製）の振動
台に、目開き２５０μｍのフルイをセットし、その上に前記トナー２０ｇを乗せ３０秒間
振動を行い、フルイ上に残ったトナー質量を測定した。数値が小さいほど、トナーが耐熱
保存性に優れることを表す。
【０１６１】
［印刷物のドット再現性］
　上質紙「Ｊ紙Ａ４サイズ」（富士ゼロックス株式会社製）に市販のプリンタ「Ｍｉｃｒ
ｏｌｉｎｅ（登録商標）５４００」（株式会社沖データ製、解像度６００×６００ｄｐｉ
）を用いて、２ｂｙ２（２ドット２スペース）のハーフトーン画像を未定着で出力し、光
学顕微鏡「ＶＨＸ－１００」（株式会社キーエンス製）を用いて、未定着画像の５個×５
個のドットを拡大観察した。ドット中に下地の紙が露出している部分があるものをドット
抜けしているとみなし、その個数によりドット抜けの度合いを評価した。印刷物のドット
再現性は、ドット抜けが少ない方が良好であることを示す。
【０１６２】
［印刷物の長期保管性］
各トナーについて、上質紙「Ｊ紙Ａ４サイズ」（富士ゼロックス株式会社製）に市販のプ
リンタ「Ｍｉｃｒｏｌｉｎｅ（登録商標）５４００」（株式会社沖データ製、解像度６０
０×６００ｄｐｉ）を用いて、最低定着温度＋１０℃の温度で、未定着画像１枚の定着を
行った。定着画像の上に紙を１００枚乗せ、さらにその上に２ｋｇの重りを載せ、５０℃
のホットプレートの上にのせ、１時間、５時間、２４時間、４８時間の４つの条件で放置
した。定着画像の紙への融着の程度から、以下の評価基準に従って、印刷物の長期保管性
を評価した。
〔評価基準〕
Ａ：４８時間の放置でも融着しなかった。
Ｂ：２４時間の放置では融着しなかったが、４８時間の放置では一部融着した。
Ｃ：５時間の放置では融着しなかったが、２４時間の放置では、一部融着した。
Ｄ：１時間の放置では融着しなかったが、５時間の放置では、一部融着した。
Ｅ：１時間の放置で一部融着又は完全融着し、紙と紙が剥がれなかった。
【０１６３】
［ポリエステルの製造］
製造例１
（結晶性ポリエステルＸ１の製造）
　窒素導入管、脱水管、撹拌機、及び熱電対を装備した四つ口フラスコの内部を窒素置換
し、アルコール成分として１，３－プロパンジオール３０７８ｇ、酸成分としてコハク酸
４９２２ｇを入れた。撹拌しながら、１３５℃に昇温し、１３５℃で３時間維持した後、
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１３５℃から２００℃まで１０時間かけて昇温した。その後、ジ（２－エチルヘキサン酸
）錫１６ｇを加え、更に２００℃にて１時間維持した後、フラスコ内の圧力を下げ、８．
３ｋＰａにて１時間維持し、結晶性ポリエステルＸ１を得た。物性を表１に示す。
【０１６４】
製造例２～８
（結晶性ポリエステルＸ２～Ｘ８の製造）
　アルコール成分、酸成分、及びエステル化触媒を表１に示すように変更した以外は、製
造例１と同様にして、結晶性ポリエステルＸ２～Ｘ８を得た。物性を表１に示す。
【０１６５】
【表１】

【０１６６】
製造例９
（非晶質ポリエステルＹ１の製造）
　窒素導入管、脱水管、攪拌機、及び熱電対を装備した四つ口フラスコの内部を窒素置換
し、表２に示すアルコール成分と、酸成分のうちテレフタル酸と、ジ（２－エチルヘキサ
ン酸）錫とを入れた。窒素雰囲気下、混合物を撹拌しながら、２３０℃に昇温し、２３０
℃で５時間保持した後に、１８０℃まで冷却し、表２に示す酸成分のうちテレフタル酸以
外の酸成分を加え、２２０℃まで１０℃／ｈｒで昇温した。その後、１０ｋＰａにて所望
の軟化点まで反応を行って、非晶質ポリエステルＹ１を得た。物性を表２に示す。
【０１６７】
製造例１０～１２、１５
（非晶質ポリエステルＹ２～Ｙ４、及びＹ７の製造）
　非晶質ポリエステルの原料モノマー、質量部数を表２に示すように変更した以外は、製
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。
【０１６８】
製造例１３
（非晶質ポリエステルＹ５の製造）
　窒素導入管、脱水管、撹拌機、及び熱電対を装備した四つ口フラスコの内部を窒素置換
し、ポリオキシプロピレン（２．２）－２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパ
ンを５９００ｇ、テレフタル酸を１３０１ｇ及びジ（２－エチルヘキサン酸）錫を４１ｇ
それぞれ入れた。窒素雰囲気下、混合物を撹拌しながら、２３０℃に昇温し、５時間維持
した後、更にフラスコ内の圧力を下げ、８．０ｋＰａにて１時間維持した。その後、大気
圧に戻し、１９０℃に冷却し、フマル酸７１１ｇ、トリメリット酸無水物２７５ｇ、及び
ｔｅｒｔ－ブチルカテコール１．５ｇを加え、１９０℃の温度下で１時間維持した後に、
２時間かけて２１０℃まで昇温した。更にフラスコ内の圧力を下げ、８．０ｋＰａにて４
時間維持させて、非晶質ポリエステルＹ５を得た。物性を表２に示す。
【０１６９】
製造例１４
（非晶質ポリエステルＹ６の製造）
　非晶質ポリエステルの原料モノマー、質量部数を表２に示すように変更した以外は、製
造例１３と同様にして非晶質ポリエステルＹ６を得た、物性を表２に示す。
【０１７０】
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【表２】

【０１７１】
［樹脂粒子の製造］
製造例１６
（樹脂粒子分散液Ａ－１の製造）
　撹拌機を装備したフラスコに、結晶性ポリエステルＸ１を６０ｇ（１０質量部）、非晶
質ポリエステルＹ１を５４０ｇ（９０質量部）、銅フタロシアニン顔料「ＥＣＢ３０１」
（大日精化工業株式会社製）を４５ｇ、非イオン性界面活性剤「エマルゲン（登録商標）
１５０」（花王株式会社製、ポリオキシエチレン（５０ｍｏｌ）ラウリルエーテル）を１
２ｇ、アニオン性界面活性剤「ネオペレックス（登録商標）Ｇ－１５」（花王株式会社製
、１５質量％ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム水溶液）を８０ｇ、６質量％水酸化
カリウム水溶液を２２５ｇそれぞれ入れ、撹拌しながら、９８℃に昇温して溶融し、９８
℃で２時間混合して、樹脂混合物を得た。
　次に、樹脂混合物を撹拌しながら、脱イオン水１０００ｇを６ｇ／ｍｉｎの速度で滴下
し、乳化物を得た。次に、乳化物を２５℃に冷却し、脱イオン水を加えて固形分を３０質
量％に調整して、樹脂粒子分散液Ａ－１を得た。物性を表３に示す。
【０１７２】
製造例１７～１９、及び２２～２６
（樹脂粒子分散液Ａ－２～Ａ－４、及びＡ－７～Ａ－１１の製造）
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　結晶性ポリエステル及び非晶質ポリエステルの種類、質量部数を表３に示すように変更
した以外は、製造例１６と同様にして樹脂粒子分散液Ａ－２～Ａ－４、及びＡ－７～Ａ－
１１を得た。物性を表３に示す。なお、１００質量部が６００ｇとなるようにして製造し
た。
【０１７３】
製造例２０
（樹脂粒子分散液Ａ－５の製造）
　撹拌機を装備したフラスコに、結晶性ポリエステルＸ１を６０ｇ（１０質量部）、非晶
質ポリエステルＹ１を５４０ｇ（９０質量部）、銅フタロシアニン顔料「ＥＣＢ３０１」
（大日精化工業株式会社製）を４５ｇそれぞれ入れ、撹拌しながら、１２０℃に昇温して
溶融し、１２０℃で３０分間混合して溶融混合物を得た。得られた溶融混合物を９８℃に
冷却した後、非イオン性界面活性剤「エマルゲン（登録商標）１５０」（花王株式会社製
、ポリオキシエチレン（５０ｍｏｌ）ラウリルエーテル）１２ｇ、アニオン性界面活性剤
「ネオペレックス（登録商標）Ｇ－１５」（花王株式会社製、１５質量％ドデシルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウム水溶液）８０ｇ、６質量％水酸化カリウム水溶液２２５ｇを入れ
、９８℃で２時間混合して、樹脂混合物を得た。
　次に、樹脂混合物を撹拌しながら、脱イオン水１０００ｇを６ｇ／ｍｉｎの速度で滴下
し、乳化物を得た。次に、乳化物を２５℃に冷却し、脱イオン水を加えて固形分を３０質
量％に調整して、樹脂粒子分散液Ａ－５を得た。物性を表３に示す。
【０１７４】
製造例２１
（樹脂粒子分散液Ａ－６の製造）
　結晶性ポリエステル及び非晶質ポリエステルの種類、質量部数を表３に示すように変更
した以外は、製造例２０と同様にして樹脂粒子分散液Ａ－６を得た。物性を表３に示す。
【０１７５】
【表３】
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【０１７６】
製造例２７
（樹脂粒子分散液Ｂ－１の製造）
　撹拌機を装備したフラスコに、非晶質ポリエステルＹ３を６００ｇ、非イオン性界面活
性剤「エマルゲン（登録商標）１５０」（花王株式会社製、ポリオキシエチレン（５０ｍ
ｏｌ）ラウリルエーテル）を６ｇ、アニオン性界面活性剤「ネオペレックス（登録商標）
Ｇ－１５」（花王株式会社製、１５質量％ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム水溶液
）を４０ｇ、６質量％水酸化カリウム水溶液を２２５ｇそれぞれ入れ、撹拌しながら、９
８℃に昇温して溶融し、９８℃で２時間混合して、樹脂混合物を得た。
　次に、樹脂混合物を撹拌しながら、脱イオン水１１５０ｇを６ｇ／ｍｉｎの速度で滴下
し、乳化物を得た。次に、乳化物を２５℃に冷却し、得られた乳化物を２００メッシュ（
目開き１０５μｍ）の金網に通した。その後、濾液に脱イオン水を加えて固形分を２４質
量％に調整して、樹脂粒子分散液Ｂ－１を得た。物性を表４に示す。
【０１７７】
製造例２８～３１
（樹脂粒子分散液Ｂ－２～Ｂ－５の製造）
　非晶質ポリエステルの種類を表４に示すように変更した以外は、製造例２７と同様にし
て樹脂粒子分散液Ｂ－２～Ｂ－５を得た。物性を表４に示す。
【０１７８】
【表４】

【０１７９】
［離型剤粒子の製造］
製造例３２
（離型剤粒子分散液の製造）
　１リットル容のビーカーに、脱イオン水２２５ｇ、カルナウバワックス「カルナウバワ
ックス１号」（株式会社加藤洋行製、融点８３℃）５ｇ、及びパラフィンワックス「ＨＮ
Ｐ－９」（日本精蝋株式会社製、融点７５℃）４５ｇを添加し、９０～９５℃に温度を保
持して溶融させて撹拌し、カルナウバワックスとパラフィンワックスとが一体となって溶
融した溶融混合物を得た。ついで、オキサゾリン基含有ポリマー水溶液「エポクロス（登
録商標）ＷＳ－７００」（株式会社日本触媒製、不揮発分２５質量％、数平均分子量２０
，０００）１．７ｇを添加し、９０～９５℃に温度を保持しながら、超音波ホモジナイザ
ー「ＵＳ－６００Ｔ」（株式会社日本精機製作所製）を用いて１５分間分散処理を行った
。ここに塩化ビニル系共重合エマルション「ビニブラン（登録商標）７０１」（日信化学
工業株式会社製、固形分３０質量％、酸価４６ｍｇＫＯＨ／ｇ、ガラス転移点７０℃、平
均粒径３０ｎｍ）９．０ｇを添加し、超音波ホモジナイザーにて１５分間分散処理を行っ
た後に室温まで冷却した。得られた分散物に脱イオン水を加え、固形分濃度を２０質量％
に調整し、離型剤粒子分散液を得た。得られた離型剤粒子分散液の粒径は４４０ｎｍ、粒
度分布ＣＶ値は３０％であった。
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【０１８０】
［トナーの製造］
実施例１
（トナー１の作製）
　脱水管、撹拌装置及び熱電対を装備した内容積３リットルの４つ口フラスコに、樹脂粒
子分散液Ａ－１を２５０ｇ、脱イオン水を４２ｇ、及び離型剤粒子分散液を３５ｇそれぞ
れ投入し、温度２５℃下で混合した。次に、該混合物を撹拌しながら、硫酸アンモニウム
２１ｇを脱イオン水２１６ｇに溶解した水溶液を２５℃で５分かけて滴下した後、５２℃
まで２時間かけて昇温し、凝集粒子の体積中位粒径が４．３μｍになるまで、５２℃で保
持し、凝集粒子（１）の分散液を得た。
　前記凝集粒子（１）の分散液の温度を５２℃から、０．８℃／ｈｒの速度で昇温しなが
ら、樹脂粒子分散液Ｂ－１（９３ｇ）を０．４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴下し、凝集粒子（
２）の分散液を得た。また、滴下終了後の分散液の温度は５７℃であった。
【０１８１】
　凝集粒子（２）の分散液に、アニオン性界面活性剤「エマール（登録商標）Ｅ２７Ｃ」
（花王株式会社製、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、有効濃度２７
質量％）１５ｇ、脱イオン水１１８３ｇを混合した水溶液を添加した。その後、７０℃ま
で昇温し、７０℃で１時間保持して、凝集粒子を融着してコアシェル粒子の分散液を得た
。
　得られたコアシェル粒子の分散液を３０℃に冷却して、分散液を吸引濾過で固形分を分
離した後、脱イオン水で洗浄し、３３℃で乾燥を行って、トナー粒子を得た。該トナー粒
子１００質量部、疎水性シリカ「ＲＹ５０」（日本アエロジル株式会社製、個数平均粒径
；０．０４μｍ）２．５質量部、及び疎水性シリカ「キャボシールＴＳ７２０」（キャボ
ット社製、個数平均粒径；０．０１２μｍ）１．０質量部をヘンシェルミキサーに入れ、
撹拌し、１５０メッシュのふるいを通過させてトナー１を得た。トナー粒子の物性及び評
価を表５に示す。
【０１８２】
実施例２～９及び比較例１～６
（トナー２～１５の作製）
　実施例１において、樹脂粒子分散液Ａ－１及びＢ－１を表５及び６に示す樹脂粒子分散
液に変更したこと以外は実施例１と同様にして、トナー２～１５を得た。トナー粒子の物
性及び評価を表５及び６に示す。
【０１８３】
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【表５】

【０１８４】
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【表６】

【０１８５】
　表５及び６から、実施例１～９のトナーは、比較例１～６のトナーに比べて、低温定着
性と耐熱保存性を両立し、該トナーを用いた印刷物はドット再現性及び長期保管性に優れ
ることがわかる。
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